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ח٤؅持٘ب٭ؙٛفם連続的סלם幅׷׈յ太מ中סٜؕؒنع٤ؚنסחכץյעع٤ؚنٜهؓٛف
նׄדם؅յ必要׈太םն必要׌ךع٤ؚن

私עהגյْ؅ٜ٭書ַ׽גյ資料׌׽גזׂח؅
ױַיז؅使ع٤ؚنמ׍׎意識ל؆כ׮յ׀כ׾
յ-JHIUյ3FHVMBSյ#PMEעיז׻מع٤ؚنն׌ ם
ն普段׌ױ׀ךֿכ׆ש選׼־׈太ס־חյַׂל
րֵַסאյךס׾׿׼僀ֻ׽切ךחכץ٤ذٍע
־ַם׽ױյֵעכ׆׾׌意識ךױ׈太׾ֵמցד
ն؆׎ױ׿׊׵
ٛوֿؓ٭ا٭յٗעךع٤ؚنם一般的ךױ׿׆
յ-JHIUյ3FHVMBSյ#PMEעס׾׬選ך٤上٘ب٭آ
数種ג׊設定״׋־׼ֵֿ٭؜٭ْع٤ؚنյלם
類ס太ג׊ך׈նעךع٤ؚنٜهؓٛفյ対応׌
ם־細׾ֵמדֵַסאյך٤上٘ب٭آٛوؓ׾
太ךױ׈յٗ٭ا٭自身ֿ調整׌ױ׀ךն3FHVMBS
յ׵מ׀כם؆א太ַն׊少עך細ַյ#PME׊少עך
使ֹ場所׷目的מ合י׎؂յ׽׻細ׂ־太؅׈選׬
ն׌ךס׾

バリアブルフォントとは？

変ֻעס׾׿׼太עכׄד׈限׎ױ׽؆նع٤ؚن
׀ך調整מ؅連続的לם׀傾׷յ文字幅עיז׻מ
ע־׾׿׼յ何؅変ֻךױ׆לն׌ױ׽ֵ׵ס׵׾
書体יז׻מ異ֿ׌ױ׽םյֵ״׋־׼用意ג׿׈
選択肢ׂםעךׄדյ目的מ合י׎؂文字ס表情؅
յ使ֹ׵変化ס以外׈ն太׌ױ׀ך調整ׂ־細׽׻
側ֿ細ׂ־選׾׬場合ֵֿ׌ױ׽ն
זַכ׼־׾׀ך調整מ自由ךױ値ם־յ細׊דג
׎ױ׽ֵעך؂ׄ׾םמ文字ם自然ךׄד׿אյי
؆ն細ַ׼־؀׆כ太ַךױ؀׆כյ文字הג־ס
׻מ٭ػؕاظյמֹ׻׾ֿםחמ文字間ֿ自然׷
ؚنסחכץն؆׎ױ׎־調整ֿ埝כ設計ם丁寧׾
هؓٛفն׾ր途中ցֵֿס؆׈ׂגյמ中סع٤
յ׵מյ使ֹ側׵מ側׾ׂחյ文字؅עع٤ؚنٜ
可能性ס表現ַ׊յ新כ選択肢ם刎鬁׽׻ךױ׿׆
ն׌ךײ仕組׾׿ׂיַ׼ץ؅

「読みやすい」には、いくつかの理由がある。
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UD Fonts / UD フォント
「読みやすい」には、いくつかの理由がある。

UD フォントは、より多くの人にとって読みやすく、誤読しにくく、読み疲れしにくいことを目指して設計さ
れた書体です。ここでは、その主な特徴を 3 つの観点から見てみます。
文字のかたちがわかりやすいこと
空間を広くとるとつぶれにくく、見やすくなります。 
かたちが手書きに近いと、直感的に認識できます。

はなれが明確になると、シルエットの似た文字を判別しやすくなります。

読み間違えにくいこと

文章が読みやすいこと

濁点・半濁点を大きくして、区別をつけやすくして
います。

新ゴ 
満天に散在する星の一群を綴り合せて、いろいろな
形を想像して出来たのが星座である。星座は人間の
詩的空想の産物であって、いかに沢山の星が天にあ
るからと云って、それらが実際に宇宙空間で近くに
集まっているわけではありません。

UD 新ゴ NT 
満天に散在する星の一群を綴り合せて、いろいろな
形を想像して出来たのが星座である。星座は人間の
詩的空想の産物であって、いかに沢山の星が天にあ
るからと云って、それらが実際に宇宙空間で近くに
集まっているわけではありません。

漢字とかなの大きさに少しリズムをつけると文章が読みやすくなります。文字がパラパラとしない美しいバ
ランスを保ち、読みやすさの中でそれぞれの文字がしっかりと見えてきます。

光がまぶしかったり、かすれたりしても、しっかり
読み取れます。

新ゴ

新丸ゴ

新ゴ

新ゴ

リュウミン

UD新ゴ

UD新ゴ

UD丸新ゴ

UDデジタル教科書体

UD黎ミン

˥株式会社ٓٛ٠ئ提供資料׽׻一部再構成
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+BNFT�&ENPOETPO�	

ジェームズ・エドモンドソ

ン


さんとの会話は、もともと自己紹介のための�

ものだった。

私たちは��分の時間を取り、自分たちが何者な

のか、HPPG�[JOF

とは何なのか、そしてなぜ「コミュ

ニケーションデザイン」をテーマにした号で彼に
話を聞きたいのかを説明する予定だった。日本�

では、すでに深夜�時。少なくともこちらとしては、

きちんと始めるつもりでいた。プロジェクトを�

紹介し、テーマを説明し、そこから少しずつイン

タビューに入っていく。そんな流れを想定していた。

するとジェームズさんは、なぜフォーマルである

必要があるのかと聞いた。

事前に私は、会社の簡単な紹介、自分自身の簡

単な自己紹介、そして過去のHPPG�[JOF

のPD'

を

彼に送っていた。だから、通話が始まる頃には、

彼は私がなぜこの場を設定したのか、その前提を

ある程度理解してくれていた。

ジェームズさんの空気に合わせるように、私はこ

う言った。

「すごくカジュアルな感じがするけど、私は好き

です」すると彼はこう答えた。

「そうあるべきなんだよ。こういう会話は全部そう

したいと思っている。そもそも、なぜフォーマルで

ある必要があるの？フォーマルじゃないし、フォー

マルである必要もない」

それが、この会話のトーンになった。

雑だったわけではない。プロフェッショナルで
はなかったわけでもない。ただ、率直で、カジュア

ルで、開かれていた。その空気の中では、私が準

備していた構成は、そこまで必要ではないように

感じられた。ジェームズさん自身も、自分が壊し

ている文化的な前提があるかもしれないと認識して

いた。
「僕は日本人ではないから」と彼は言った。「もし

かしたら、ここで壊している文化的な規範がたく

さんあるのかもしれない。でも、それに合わせてく

れてありがたいと思っている」

同じ頃、私たちは日本を代表するフォント会社

のひとつであるモリサワへのインタビュー準備も

なぜ

である必要が
フォーマル

OH no Type Co.の
ジェームズ・エドモンドソンに聞く、
文字、トーン、そして言葉の空気感

上 ��0)�OP�TZQF�$Pס�� +BNFT�&ENPOETPO ؆׈
下 ��HPPG�[JOF ّ٭ز

˥本稿עյ英語ך行מכ׵؅٭ٖلذ٤ؕגז編集׊յ日本語מ翻訳׌ךס׵ג׊ն
˥掲鬼画像י׬׌עյ+BNFT�&ENPOETPO 妣ס許可כ׵סյ0)�OP�TZQF�$P� 公式׽׻عؕئ転鬼י׊
ն׌ױַ



9 ُٜ٭ؚن׏ם

進めていた。そちらは、事前に確認された質問リ

ストがあり、より明確な段取りとプロトコルに沿っ

たものだった。

その対比について話すと、ジェームズさんはすぐ

に理解した。

「0)�OP

がここにいるとしたら」と彼は言った。「モ

リサワは明らかに部屋の反対側にいるよね。フォー

マルさのスペクトラムで言えば、たぶん僕たちは両

極端にいるんだと思う」

だから私たちは、彼のやり方で会話に入って�

いった。「-FU�JU�SJQ

」と彼は言った。

文字の裏側にある仕事

ジェームズさんは、カリフォルニアを拠点とする

独立系タイプファウンドリー、0)�OP�TZQF�$P�の

創業者である。彼の仕事は、表情豊かで、個性が

あり、動きを感じさせるものが多い。言葉を読む

前に、すでに声が聞こえてくるような書体だ。

けれど、彼がタイプデザインの道に入ったのは、

明確なキャリアプランがあったからではなかった。

「最初に思ったのは、『ちゃんと職業が必要だ』と

いうことだったと思う」と彼は笑いながら言った。 「何かを選ばなきゃいけなかった」

それでも、文字はずっと彼のそばにあった。

「昔から文字にすごく惹かれていた。小さな子ど

もの頃から、特定のロゴや好きなブランドに惹か

れていた記憶がある。文字をよく落書きしていた。

人や漫画みたいなものは全然描けなかったけど、二

次元的なものには、何か自分にとって理解しやす

い感覚があった」

��代の頃には

カリグラフィー

に興味を持つよ

うになり、��代

になる頃にはタ

イプデザインへと

少しずつ向かっ

ていった。それで

も、タイプデザイ

ンが職業になると

いう考えは、不

思議なものに感

じられたという。

彼は、タイプ

デザインがとて

もニッチでありながら、同時にあらゆる場所に存

在しているから不思議なのだと説明した。

「ものすごくニッチな世界で、フルタイムでやっ

ている人は本当に少ない。でも同時に、組まれ

た文字を何か読むたびに、あなたはタイプデザイ

ナーの仕事を見ている。仕事に顔が結びつくこと

はほとんどないけれど、その仕事自体は毎日何千0)�OP�TZQF�$P� �מֹ׻׾伝؂ךױ空気感׷յ声色ׂםךׄד形ס٤ն文字ْبًتوؕذס
ն׾ַי׿׈٤ؕاظ
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回も目にしている」

その矛盾が、タイプというものの中心にある。

ほとんどの人は、タイプデザイナーに会うことは

ないかもしれない。でも私たちは、タイプデザイナー

の仕事の中で暮らしている。駅のサイン、パッケー

ジ、ウェブサイト、本、フォーム、レストランのメ

ニュー、道路標識、請求書、アプリ、警告表示。

文字はあらゆる場所で見えているのに、それを

形づくった人の存在は、しばしば見えなくなる。

書体が変える、言葉の印象

会話の途中で、私は同僚の宥衣が言っていたこ

とに触れた。言葉には辞書的な意味がある。でも、

そこに書体が加わると、その言葉はトーンやムード

を帯び始める。

ジェームズさんはそれを「問題の核心そのもの」

だと言った。

「すべてに二つの役割を持たせたいとき、それは

文字通りの意味と、含みやニュアンスの両方を運

ばなければならない。僕はそれを、内容と空気と

して考えることがある。すべては同時にその両方を

しなければいけない。内容のために読みやすくなけ
ればならないし、同時に適切な空気をつくる必要

がある。あるいは、空気をほとんど持たせない必

要があることもある」

内容と空気。

その言葉は、私たちがよく感じているけれど、う

まく言葉にできていないことを説明してくれる。

同じ文章でも、書体が変わるだけでまったく違っ

て感じられる。お知らせは、言葉を完全に読み取る

前から、公式で、冷たく、温かく、遊び心があり、

緊急で、やさしく、高級で、安っぽく、信頼でき

そうで、あるいは怪しそうに見えることがある。

書体は、言葉の辞書的な意味を変えるわけでは

ない。でも、その言葉が入ってくる部屋を変える。

ジェームズさんにとって、その緊張感こそが、こ

の仕事をおもしろくし続けている。

「その問題こそが、この世界全体、この職業全体

を正当化しているんだと思う」と彼は言った。「膨

大な選択肢が飛び交っている。でも、それはいつ

も楽しい。僕にとっては、ずっと楽しいままだった。

最初の頃は『これに飽きることがあるのかな』と

本気で心配していた。でも今、もうすぐ��年にな

るけれど、今でも本当に好きなんだ。たぶん、こ

れまでと同じくらい」

始める人と、仕上げるチーム

0)�OP�TZQF�$P�が今の形になる前、ジェームズ

さんはＴシャツショップの奥で一人で働いていた。

「実際にＴシャツのグラフィックデザインをして

いたわけではないんだ」と彼は言った。「大学を出

たあと、とにかく安く働ける場所が必要で、倉庫

の中のデスクを借りていた」

彼の記憶では、その場所は寒く、静かで、シン

プルだった。小さなスペースヒーターがあり、自分

の仕事をするだけの場所があった。何をしろと指

示する人はいなかった。それでも彼はそこに通い

続け、時間を守り、自分で決めた締切を守り、タ

イプファウンドリーの最初の形を少しずつ組み立て

ていった。
振り返ると、その時間は必要だったと彼は思っ

ている。
「人生の中で一番好きな時期だったわけではない」

と彼は言った。「でも、何かを立ち上げる準備をす

るために必要な作業をすべてやるには、間違いなく

必要な時間だった」

現在の0)�OP

は、倉庫でジェームズさんが一人

ُٜ٭ؚن׏ם
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で働く場所ではなくなった。チームがあり、それに

よって書体のつくられ方も変わった。

日本語のタイプデザインについて話したとき、

ジェームズさんはすぐにスケールの違いを指摘し

た。「日本語フォントはとんでもないよ」と彼は言っ

た。「作業量という意味でまったく違う。僕の中では、

もはや建築プロジェクトに近いものに感じる」

それに対して、0)�OP

の書体のひとつは、�

年ほどのプロジェクトに近いことが多いという。

ジェームズさんは作業の始まりを担い、アートディ

レクターのような役割をすることが多い。ただ彼は、

協働する人たちが、彼の当初の計画をただ実行す

るだけではなく、本当の意味でのコラボレーターと

して関わってくれることを好んでいる。

「僕は、相手が本当のコラボレーターとして入って

きてくれる方が好きなんだ。僕が計画したことをそ

のままやるだけではなくて。たいていの場合、彼

らは物事を磨き、削ぎ落とし、コンセプト全体を

強くしてくれる。そうすると僕は、自分が好きな書

体を始めること

にもっと時間を使える」

始めることは、彼にとって自然にできることだ

という。難しいのは、始めすぎないことだ。

彼のコラボレーターたちは、彼が始めたものを

終わらせる手助けをしてくれる。

「彼らの方が、物事を終わらせるのが上手い」と

彼は言った。「そして僕は、始めるのが速いんだと

思う」書体が完成したかどうかは、純粋に技術的な答
えだけで決まるわけではない。完璧な書体は存在し

ない。あらゆる点が永遠に磨き上げられた、最終

地点のような瞬間もない。時には、それを世の中

に送り出す心の準備ができた、ということなのだ

と彼は言う。

もうひとつの答えは、品質である。その書体は、

使われているところを見たときに、自分が誇らしく

思えるレベルに達していなければならない。

「完璧な書体なんて、きっと僕たちには永遠につく

れない」と彼は言った。「でも、世の中に出しても

いいと思えるだけの自信が持てて、それが使われ

ているのを見たときに誇りを感じられるとわかるな

ら、それはタイプファウンドリーとしての自分たち

をよく表していると感じられる。そう思えないなら、

絶対に出さない」

彼はそれを、ミュージシャンがどの曲をリリー

スするか決めることに例えた。問いは「それは良

いものか」だけではない。「自分はそれが好きか」「そ

れは自分らしいか」「何か新しいものを加えている

か」でもある。

「良いものか」と「自分が好きか」は、同じでは

ないと彼は言った。ひとつは品質で、もうひとつ

は直感だ。

նהגتؘؕنوؕذסյ制作途中ג׿ׂי׎見ֿ؆׈ثّ٭ؘة
実験場նס׽ׂט文字ס面白ַյ彼א׆׼־ַםַי׊完成דױ

ُٜ٭ؚن׏ם
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0)�OP

にとって、書体はその両方でなければな

らない。
用途よりも、まず動き出す

新しい書体のアイデアは何をきっかけに生まれ

るのかと聞くと、ジェームズさんは決まった答えを

出さなかった。

「本当に何でもあり得る」と彼は言った。

サイン。ムード。バイブス。視覚的な参照。問い。

好奇心。予想されるものを試し、別の何かと組み

合わせてみたいという欲求。出発点は、クライア

ントのニーズや具体的な用途ではなく、ただ何かに

向かって動いてみる価値があるという感覚である

こともある。

通話中、ジェームズさんは画面を共有し、着手

済みでまだ完成していないフォントのリストを見

せてくれた。より大きく展開されているものもあ

れば、文字数の少ない単一スタイルのものもあった。

そのリストは十分に長く、彼は自分の中で線を引

いていた。

「何かを始めたいと思ったときに、そのたびに始

めてしまうのは今年で最後にする」と彼は言った。

彼にとって大事なのは、アイデアがどこから来

たかではないことも多い。大事なのは、それが動

きを生むかどうかだ。

「何がきっかけになるかは、正直あまり気にして

いない」と彼は言った。「大きな意味では、自分が

動いているということなんだ。自分がモーション

の中にいるということ」

用途から始めることは、彼にとって必ずしも一

番刺激的な出発点ではないという。

「用途は、ある意味で制限をかけるものなんだ」と

彼は言った。「僕にとっては、用途よりも、『もし

こうしたらどうなるか』という問いの方が刺激的

なんだ。コントラストをこう扱ったらどうなるか。

予想されることをやってみて、それを別のものと

組み合わせたらどうなるか」

出発点は、ほとんど何でもいい。

「何でもいいんだ」と彼は言った。「動きと勢いを

生み出してくれるものなら、何でも」

スタイルの間をつなぐ

画面共有をしながら、ジェームズさんはいくつ

かのフォントファイルを見せてくれた。彼が太さ
や幅をリアルタイムで調整する様子を見ていると、

バリアブルフォントは技術的な機能というより、

身体的な道具のように感じられた。

彼は、書体のアイデアを島に例えた。ひとつの

ウェイト、ひとつの幅、ひとつのパラメーターの

組み合わせ。それがひとつの島になる。そこに別

のスタイルを加えると、もうひとつの島ができる。

「バリアブルフォントの技術は、その二つをつな

ぐ橋なんだ」と彼は言った。「そうすると、自分で

はまだ描いていないはずの中間のものが全部見え

るようになる。でも、ある意味では描いているとも�

言える」
その橋によって、デザイナーは固定された決定と

決定の間にある空間へアクセスできるようになる。

ウェイト、幅、ディセンダーの長さ、その他のパラ

メーターの間を移動しながら、自分が求める正確

な地点を探すことができる。

「『ウェイトをちょうどここにしたい』と言える、

より触覚的な感覚が好きなんだ」と彼は言った。「ど

ちらの方向にも行きすぎることができるから、自

分が本当にどこにいたいのかをはっきり確かめる

ことができる」

時には、その幅を描き直すための方法として使

ُٜ٭ؚن׏ם
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うこともある。ある形をどれくらい広くすべきか

迷うとき、彼は狭すぎるバージョンと広すぎるバー

ジョンを描き、その間のバリアブルな空間を使って

「ちょうどいいところ」を探すことがある。

時間のかかるプロセスではある。でも、それに

よって彼は確信を持つことができる。
0)�OP

が表現力の強いディスプレイ書体をテキ

スト書体に展開するときにも、同じようなバランス

が現れる。ジェームズさんは、まず大きく、強く

見せるバージョンから始めることが多い。

「先にディスプレイを描く方が、自分には合って
いる」と彼は言った。「それができてから、小さい

サイズでも機能するように操作していく」

テキストサイズから始めると、自分は慎重になり

すぎるのだという。何が機能するのかを考えすぎて、

思い切ったことをしにくくなる。でもディスプレ

イ書体から始めて、それを段落で使えるようにね

じ伏せる

ように調整していくと、小さいサイズに

なっても、最初の個性が残る。

それは彼の仕事にある緊張感のひとつだ。

書体を使えるものにしながら、その個性をすべ

て削り落としてしまわないこと。

自分の「好き」をたどる

タイプデザインはとても専門的な職業であるた

め、タイプデザイナーが実際に何をしているのか、

明確にイメージできる人は多くない。

「そもそも、イメージ自体がないんだと思う」と

ジェームズさんは言った。

でも彼は、もっと多くの人に好きなタイプデザイ

ナーがいてほしいと思っている。

グラフィックデザイナーにとって、それは自然

な流れだと彼は考えている。最

初は、好きな書体がある。次に、

好きなファウンドリーがある

かもしれない。そして、好きな

デザイナーがいる。さらに、国

や歴史、デザイン文化の異なる

ファウンドリーに興味が広がっ

ていくこともある。

「入っていける階層は、いつも

もう一段ある」と彼は言った。

「でもそれは常に、自分自身の好

みや視点から始まる。それが北

$BTTFSPMF յ-PVJT�.JOPUUע ג׊٤ؕاظֿ DBWJEB�#PME ױ׽ױ始׼־
ն+BNFT�&ENPOETPOג׊ ע DBWJEB �յמכ׵造形؅ם特徴的ס
形؅عتٚع٤ؤ׷調整׼ֿם׊新ַ׊書体כ׫発展ג׊ױ׀ַי׎׈ն
DBWJEB�#PME յ+BNFT״גגז־ם小文字ֿכ׵כ׵עמ �ס仴存ע
大文字מٜؕذتס合ֹֹ׻յ小文字؅一ג׊ױ׊٤ؕاظ׼־ն
上ؕגזםכ٤٘ب٭ٝمت٤ DBWJEB�#PME
右DBWJEB�#PME յ-PVJT�.JOPUU٭ػؕاظס ס息子כ DBWJE
左+BNFT ֿ初期段階ך描ַزشآتג
下完成ג׊ $BTTFSPMF
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極星になる。自分が好きで、この世界でもっと見

たいと思うものに導かれていくんだ」

人気のあるものだけを追っていると、その領域

は閉じて見えるかもしれない。でも、奇妙に感じ

るもの、個人的なもの、嫌われているもの、見過ご

されているもの、あまり使われていないものを追う

ことで、別の道が開ける。

「自分は好きだけど、誰も使っていないものは何

だろう。自分は好きだけど、他の人がみんな嫌っ

ているものは何だろう。そういう問いはすべて、さ

らに深く入っていくために有効なんだ」

ここでタイプは、単なる道具以上のものになる。

自分が何に惹かれるのか、何をもっと見たいのか、

どんな視覚的な世界をつくる手助けがしたいのか

に気づくための方法になる。

書体に残る、人の手

ジェームズさんが書体を見るとき、彼はコントラ

ストに目を向ける。どこで線が太くなり、どこで

細くなるのか。どこにセリフが現れ、どこから消

えているのか。

「なぜ大文字の/

の左上にはセリフがあるのに、
右下にはないのか。なぜ�『ａ』�の左側は細くて、右

側は太いのか」そうした慣習をめぐる問いに、彼

はずっと興味を持ってきた。

「僕たちはとても幼い頃に文字の書き方を学ぶ」と

彼は言った。「そしてその後、それについて考えな

くなる。手書きとタイポグラフィの間にある距離に

ついて考えなくなる。でも、タイプデザイナーやカ

リグラファー、レタリングアーティストは、そのこ

とを常に考えている」

彼は歴史についても考える。美術館でモネの作
品を見分ける人がいるように、ジェームズさんは

書体の背後にある手や参照元に気づくことがある。

最も良いのは、ある書体を見て「これはあのデザ

イナーの仕事のようだ」と思い、それが実際にそう

だった場合だという。

彼が気になるのは、現代の書体が過去の何かを

明らかに参照しているにもかかわらず、その出典

や元のデザイナーが言及されていないときだ。

「それは、元のデザイナーやその歴史に対して、

できる限り敬意を払っているとは言えないと思う」

と彼は言った。「書体と一緒にその情報があること

で、扉が開く。人はそれを見つけて、さらに学びの

道を進むことができる」

ジェームズさんにとって、タイプは形式的な発

明だけの問題ではない。それは、歴史や影響、そ

して自分より前に文字を描いた人たちとの会話でも

ある。たとえ仕事がデジタルになり、体系化され、

バリアブルになったとしても、彼は同じところに

戻ってくる。

タイプには、それを形づくった人の痕跡が少し

残っていてほしい。

「僕はいつも、そこにもう少し人の手を感じたい

んだ」

7JLUPS�4DSJQU ׷׿䭰סյ線׫文字ג׿׈化ٜذةظ׼־探碟ס׀制作過程ն手描ס
迷ַ׵書体ס一部י׊כ残׾ַיזն
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印刷物は社会に溶け込んでいる。印刷されてい

ないものを見つけるのが難しいくらいに。しかし、

そこにあるのは印刷物だけではない。そこには必ず

文字がある。

書体づくりの現場では、どのような視点で文字

と向き合っているのか。今回はタイプデザイン部で

書体デザインに携わる半田藍さんと、同部署で書

体の企画に携わる髙畑晴菜さんにお話を伺った。

文字が変わると、見え方が変わる

宥衣մまず、フォントに関わるお仕事にしようと

思ったきっかけを教えてください。

半田さんմ子どもの頃から絵を描くのが好きでし

た。ただ、上手というよりは「好き」という気持

ちが強かったんです。

小学校の宿題でポスターを描いた時、絵を描く

のは楽しかったのですが、文字の部分を母が手直

ししてくれました。母は若い頃にレタリングを習っ

ていたことがあり、少し直してもらっただけで、ポ

スター全体がとてもよく見えたんです。その時に、

「文字が変わると、見た目がこんなに変わるんだ」と

うっすら気づきました。それがデザインの仕事に

興味を持つきっかけになりました。

その後、美術大学の授業で書体を作る仕事につい

て話を聞く機会がありました。その時に登壇されて

いたのが今の私の先輩で、後にＵＤデジタル教科

書体の開発に関わる人です。「こういう仕事がある

んだ」と知って、縁があって書体制作会社に入社し

ました。
髙畑さんմ私は、半田さんのように最初からフォ

ントに関わるお仕事を目指していたわけではありま

せん。大学では文学部で、美大出身でもありませ

んでした。就活の時に、漠然と「ものづくりに携

わりたい」という気持ちがあって、そこで出会っ

たのがモリサワでした。

フォントに惹かれたきっかけでいうと、大学時

代に雑貨屋さんでアルバイトをしていて、商品の

ＰＯＰを手書きで書いていたんです。商品の強みを

文
字
の
か
た
ち
に
は
、
理
由
が
あ
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どう言葉にするかだけではなくて、目立たせたい

のか、華やかにしたいのか、その商品に合う雰囲

気は何かを考えながら、どういう文字で書こうか

と考えていました。言葉にプラスして書体があるこ

とで、表現が変わる。その面白さに惹かれて、企

画職として入社しました。

書体は、目的から生まれる

宥衣մ一つの書体は、どのようなきっかけで企画

されたり、デザインされたりするのでしょうか。

半田さんմいろいろなケースがありますが、モリ

サワでは、髙畑さんのような企画を立てる人が、今

市場でどういう書体が望まれているのかというニー

ズを調べながら、書体を作っていくことが多いです。

髙畑さんմどういうニーズに対して、どういう書

体が必要なのかを考えたり、世の中でよく使われて

いる書体を見て、「こういう選択肢がモリサワにも

必要だよね」と考えたりすることもあります。

ただ作ればいいというよりは、マーケティング

的な視点も持ちながら、計画的に考えています。

宥衣մ特に印象に残っている書体や、こういう

きっかけ、思い、背景から生まれたというものは
ありますか。

髙畑さんմまだリリース前のフォントなのですが、

初めてゼロから開発の企画をした手書き系フォン

トです。ニーズを分析した上で、こういう手書きの

フォントが�.PSJTBXB�'POUT（モリサワのフォント

サブスクリプションサービス）に入っていたらい

いよね、というところから考えました。

イメージワードや、使われるシチュエーションに

合うかも考えました。さらっとした洗練感があり

つつ、力が入りすぎていない。少し脱力した雰囲
気のフォントです。

宥衣մ確かに、ＳＮＳとかでも手書き風の文字を

よく見ますね。

髙畑さんմそうなんです。もちろんデザイナーが

手書き出来れば良いのですが、フォントがあるこ

とで、テキストを打ち込むだけでその雰囲気を出す

ことができます。

宥衣մ私もIMMVTUSBUPS

などを使えないので、用意

してくださると、私でもこのフォントを使って雰

囲気に合うデザインを作れるのでありがたいです。

目的が違えば、正解も変わる

宥衣մＵＤ（ユニバーサルデザイン）書体のよう

に、読みやすさや明瞭さが求められる書体がある

一方で、強い個性や世界観を表現するためのデザイ

ン書体もあります。デザイン性と読みやすさのバラ

ンスは、どのように考えていますか。

半田さんմやはり文字なので、コミュニケーショ

ンを第一にしているものです。文字の形を崩したと

しても、読めることが大事だと思っています。

髙畑さんմＵＤ書体とデザイン書体では、そも

そも目的が全然違います。デザイン書体なのに

手書׀風؅ع٤ؚن語׾髙畑׈؆右
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教科書体であれば、書き順に影響されるものもあ

ります。例えば、口という字であれば、書き順から

考えるとこっちの角は出ないよね、という判断を

しています。

髙畑さんմ教科書で使われる書体ですから、間

違っていたらダメですもんね。

一方で、先ほど紹介した手書き風フォントであれ

ば、「口」という部品を、丸のように書いています。

でも全てを丸にしているわけではありません。たと

えば「東京」でいうと、「東」の口は四角だけど、「京」

の口は丸、みたいなこともあります。

半田さんմ「東」は丸で書かないの！？（笑）

髙畑さんմバランスが悪くなってしまうことも

あるので、そういうところをうまくルール化して�

います。
半田さんմそれを「重心」という言い方をするの

ですが、たとえば、木へんの払いを深く払うものは、

下の方に重心があるので、重厚感や重たさが出ます。

逆にスマートに見せたいときは重心をあげると軽

やかに見えるようになりますね。

髙畑さんմ同じゴシック体でも、足が長いもの、

頭が大きいもの、それぞれ印象が違います。「こっ

ちの方がシュッとしている

よね」「今回目指したいの

はこの感じだよね」と考え

ながら、形に落とし込んで

いきます。
書くスピードも関係しま

す。速く書いているように

見える形もあれば、ゆっく

り書いているように見える

形もある。そういう感覚

をデザインに反映していき�

ます。

宥衣մ可愛さとかそういう感覚的なものを、言葉

や資料にして共有していくんですね。

半田さんմそうしないと、お母さんの味噌汁の味

のようにその日ごとに味が違う、その日の感覚に

よって変わってしまう、みたいなことになってしま

うので（笑）。

読めることと、表現することのあいだ

宥衣մやりたいことがあっても思い通りにいかな

いことも多いと思います。書体を作るうえで、大

切にしていることは何ですか。

半田さんմデザイナーはどうしても、「この形に

したい」という思いが強くなることがあります。で

も文字は、誰でも読めるように作らなければいけ

ない場面もあります。そういう意味で、人の意見を

きちんと聞くことができないといけないなと思って

います。
以前、私が「この形がいいでしょう」と思って作っ

た「も」があったんです。でもディレクターから、

それはあまり見慣れない「も」だから、「も」と読

制作途中ס字形מ書׀込ג׿ױ修正指示
写真提供株式会社ٓٛ٠ئ
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めないかもしれない」と言われました。

その後いくつか案を出して、最終的には、一般

的な形に落ちつきました。

髙畑さんմ作り手としては、自分がいいと思った

形を採用したい気持ちもありますよね。

半田さんմそうですね。ただ最終的には、ユーザー

の視点を大事にしたいです。もちろん、すべてを

無難にするわけではありません。あまり間違いよ

うがない字であれば、自分の意見を通すこともあり

ます。ユーザーが抵抗を感じないか、ちゃんと読

めるかを気にしています。

宥衣մそのバランスですね。

半田さんմ学校で文字を習うじゃないですか。学

校で習った形は、おそらく皆さん共通で持ってい

るものだと思うんです。そこから外れた形になると、

「あれ、この字おかしいね」と思うと思います。な

ので、ここが曲がっていようと、ここが線になって

いようと、「２」と読みそうだなと思ったら、あま

り気にしない、というような判断はしています。

髙畑さんմ企画側としても、生活者視点は気を

つけています。この形は面白いけれど、初めて見

る人がパッと見てどう感じるか。そこは大切に�

しています。

「よかれと思って」が裏目に出ることもある

宥衣մ先ほど、作り手の感覚だけではなく、ユー

ザーの視点や第三者の意見を大事にしているとい

うお話がありました。ＵＤ書体のように、読みやす

さが特に重視される書体では、その感覚をどのよう

に確かめていくのでしょうか。

相田さん（モリサワ広報）մ研究機関にご協力い

ただいて検証しています。

宥衣մ実際に検証されて、自分では読みやすいと

思っていたけれど、データとしては全然違ったと

いうギャップは大きかったですか。

半田さんմそうですね。たとえば、ひらがなの「や」

で、二画目の短い点を上の方に置いた方が、中の空

間が空いて読みやすいのではないかと思ったこと

がありました。でも検証では誤読が多かったんです。

空間が空きすぎたことで、ぼやけた時に「や」と

して認識しづらくなっていたんですね。

数字の４でも似たことがありました。頂点の縦

画を離したデザインにしていたのですが、離すこ

とで明るくなりすぎて、文字の形を認識しづらく

なっていました。接続していることで黒さができて、
文字の認識を助けていたんです。

検証してみると、自分たちが読みやすいと思っ

ていたものが、実はそうではないと気づかされるこ

とがありました。よかれと思ってやったことが裏目

に出る。それはショックでもあり、自分の考えだ

けで進めるのは危ないという学びにもなりました。

宥衣մそれでも実際に読むことが難しい子どもに

教えている現場の人からすると全然ダメだと言わ

れることもあって、デザインルールからもう一度

作り直す、という話もあったとか���。

相田さんմＵＤデジタル教科書体という書体で

は、ある文字の払いを直すことになり、関連する

文字も全部直した、というエピソードがありまし

たよね。
半田さんմそうですね。最初は払いの先端が丸

かったんです。でも、「払っているように見えない。

止めているように見える」と言われました。じゃ

あこれを直したら、ここもじゃない？というもの

が出てくるので、制作チームみんな真っ青になっ

たのを覚えています（笑）

宥衣մ教科書体であるからこそ、読めるだけでは

なくて、書き方のお手本になることも考えないと

いけなかったんですね。

文字מהג־ס
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技術は目的を支えるためにある

海花մここまで、使われる場面や目的に合わせ

て書体を調整しているというお話がありましたが、

フォントの太さ、いわゆるウェイトはどのように決

めているのでしょうか。いくつかのウェイトを作

ることは、最初から決まっているのですか。

半田さんմデザイナーとしては、比較的最初に決

めたいです。一つのウェイトでいいかなと考える

時もありますし、太さが違うものがあればさまざ

まな場面で使いやすくなる書体であれば、３つか４

つくらいのウェイトをデザインします。

髙畑さんմ見出しで使うのか、文章で使うのかに

よっても変わります。文章に組んでみたり、モック

アップを作ってみたりして、初めて「もう少しだけ

太くすればよかった」と気づくこともあります。

相田さんմ逆に、最初はそんなにウェイトがな

かったけれど、世の中の需要に応えてウェイトを

増やすこともあります。たとえばＡ１明朝もそう

です。

髙畑さんմモリサワとしては、一番細いものがこ

の書体らしさだろうと思って出していました。でも、

ユーザーからすると、見出しで使った時に少し弱

いと感じられていて、IMMVTUSBUPS

などで太らせて使

われていたんです。それなら、ちゃんとフォント

としてすぐに使えるように、太いものも出しましょ

う、となりました。

半田さんմ多くのユーザーが待っていてくださっ

たんですよ。ユーザーの声を聞いて企画する、と

いうことですね。

髙畑さんմそうですね。

宥衣մバリアブルフォントによって、太さや角度

などをなだらかに調整できるようになったと聞き

ました。それは表現の可能性を広げるものなので

しょうか。それとも、作る側にとっては新たな難し

さもあるのでしょうか。

髙畑さんմ作る側としては、一番細いものと一番

太いもの、垂直なものと傾いたものの間がつなが

るようにしなければいけません。ある程度は自動

で作れますが、中間のデザインがうまく出ないこと

もあるので、そこの調節が一番難しいです。一方、
バリアブルフォントの表現できるデザインの掛け

合わせは本当に無限大です。この太さとこの角度、

というように、ユーザー側が自分で設定できま

す。選択肢が広がるというのは、いい面だと思って�

います。
宥衣մ見ているだけでワクワクします。

上��EFTDSJQUJPO�IFSF

下��モリサワバリアブルフォントDSJWF�'MVY

写真提供：�株式会社モリサワ

րDSJWF'MVYցع٤ؚنٜهؓٛف
写真提供�株式会社ٓٛ٠ئ
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るという話もお伺いしました。今はデジタルで制

作できることも増えていますが、手で書く経験や、

アナログな感覚は今でも大事にされているのでしょ

うか。
半田さんմ私も、「１ミリの中に��本線を引きな

さい」と言われた世代よりは少し若いので、自分

ではそれを経験していません。でも、それができた

世代の人たちは、すごく目が鍛えられているんです。

半田さんմ動かすのも楽しいですよ（笑）。

髙畑さんմこの書体もいろんな太さ・角度を作ら

ないといけないため、複数人で進めています。こ

れは文字を調整する際に使われていたものです。

宥衣մたくさん修正ポイントが書かれていますが、

何がこれと比較して細いのか、私の目ではまったく

わからないです（笑）。

髙畑さんմこれも数値だけではなく、目で見た時

に少し細く見える、といった

ところをデザイナーが調整し

てくれています。審美眼とい

うか。
半田さんմ目を鍛えなきゃい

けないんですよ（笑）。

宥衣մ

これでいいんじゃな

いかと思ってしまいます（笑）。

髙畑さんմ全部を揃えていく

という目で見ていくと、浮き

上がってくるんですよね。

宥衣մその「目を鍛える」と

いう点で、昔はすべて手書き

で、１ミリの中にうまく線を

引けるかという練習から始ま

基礎力というか、その差は自分でも感じます。

技術を使えば、１ミリの間に��本線を引くこと

自体はできると思います。でも、技術的にできる

かどうかというより、経験値やその人の持ってい

る感覚に作用していると感じます。

髙畑さんմモリサワでは、今は手書きの原図は�

作らないのですが、いまだに手書きで原図を書く

研修をやっています。この書体は書けないといけ

ない、という研修があります。

宥衣մ今は実際の制作では使わなくても、そうい

う研修が残っているということは、やっぱり基礎

力として大事なものがあるということなのでしょ

うね。
半田さんմこれは私がアナログ主義なのかもしれ

ませんが、感覚は紙の方が捉えられそうな気がし

ます。例えばどちらが太い・細いという話になると、

最初からデジタルで入ってきた人と比べて、手書

きを経験してきた人のほうが、「ここが細い」「ここ

が太い」とすぐに見極められる気がします。

髙畑さんմ書いてみることが大事だと思っている

デザイナーが、モリサワには多い気がします。モリ

サワは、写真植字からデジタルフォントへと技術

とともに変わってきた会社です。だから、これから

上 修正指示ג׿ױ込׀書מ字形סع٤ؚنٜهؓٛف�
下 � 手書ס׀原図
写真提供株式会社ٓٛ٠ئ
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も変わっていくと思います。ただ、最終的に人の

目が入るという部分は変わらないのではないかと

思っています。

まだ、フォントは生まれ続ける？

宥衣մグーフにもモリサワさんのフォント見本帳

が２、３冊あります。すごい量のフォントがある

なと思っていて、正直、なぜこんなにフォントの

種類が必要なのかと思っていました。これだけ多

くのフォントがある中で、なぜ新しいフォントは生

まれ続けるのでしょうか。

髙畑さんմ企画的なところでいうと、私も入社

時にフォントの見本帳を見て、「フォントのデザイ

ンってもう飽和状態じゃない？」「もう生まれてこ

ないんじゃない？」と思いました。でも、先ほど

も言いましたが、掛け合わせ次第で無限大なんです。

必要とされるものを見極めながら、時代の潮流に

合わせて作っていけると思っています。ただ確かに、

新しいフォントがどんどん出ても、ユーザーは使

いきれないし、何と何がどう違うのか分からない

ということがあります。だからこそ、ただ作って

終わりではなく、「この書体はこういう背景で生ま
れました」「こういう場面で使ってほしいです」と

発信することも大切です。ストーリーテリングが、

使ってみようと思ってもらうきっかけになると思

います。
あとは今、カスタムフォントという、企業やブ

ランドのための専用フォントも広がっています。ブ

ランドのコンセプトに合ったフォントとはどうい

うものだろう、という落とし込みを、ブランディン

グのデザイナーと一緒に並走しながら考えていくこ

ともあります。将来的には、「髙畑フォント」みた

いなものも生まれるかもしれません（笑）。私はど

ういう性格だから、私の声のように文章はこういう

フォントで、というように、かなりパーソナライズ

されたものが出てくるかもしれないです。

宥衣մすごく面白いですね。

髙畑さんմそういうふうに考えると、まだまだ広

がりはあるかなと思います。

半田さんմ髙畑フォントね。

宥衣մすごくいいです。半田さんはいかがですか。

半田さんմ私も、すでにフォントはたくさんある

じゃんと思っていたんです。でも今は、まだ新し

いフォントが生まれる余地はたくさんあると思って

います。

以前、ディスレクシア（読み書き障害）の子

どもたちと、自分が読みやすい書体を探すワーク

ショップに参加したことがありました。その時に、

世間的に読みやすいとされるＵＤ書体だけではな

く、少し手書きっぽい書体も持っていったんです。

すると、文字を読むことにあまり乗り気ではなかっ

た子が、「この書体だったらかわいいから読んでも

いい」と言ってくれました。読みやすさだけでは

なく、読みたいと思えること。そこにも、フォント

ができることがあるのかもしれないと思いました。

宥衣մそのお話は素敵ですね。

半田さんմそれこそ、自分の好きな書体を好きに

使えるような環境になっていくといいのかなと思

います。.PSJTBXB�'POUT

にはたくさん書体の選択

肢があるので、ぜひ色々
試してお気に入りの書体

を見つけて欲しいですね。私も、個人の感覚で「髙

畑フォント」と「半田フォント」が出てきたらい

いなと思います（笑）。

フォントとは、何か？

宥衣մ最後に、お二人にとってフォントとは何で

すか。

文字מהג־ס
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半田さんմ情熱大陸みたいな質問ですね（笑）。

私にとっては、人生に寄り添い続けるものです。

私はもう��年ちょっと、デザイナーとして書体業

界にいます。書体を作る技術は、少しトレーニン

グしたからすぐにできるものではありません。最

初の頃に作った書体を見ると、今でも少し恥ずか

しいです。でも、それはその時に頑張ったもので

もあります。時間を重ねて、今だったらもう少し

上手にできるかもしれないと思うこともあります。

未熟だった書体も、自分の成長と一緒に存在し続

けているんです。

そして、作る側だけではなく、読む側としても、

フォントはずっと近くにあります。子どもの頃は教

科書体に触れて、少し大きくなって活字に触れて、

年齢を重ねると「老眼だから、できればＵＤ書体

がいいな」と思うようにもなる。生活や年齢に寄

り添いながら、ずっと自分の近くにあるものだと

思っています。

髙畑さんմ私は、フォントはサッカーボールみた

いなものだと思いました。いろいろな面があるん

です。ユーザーの目に触れるデザインの面もあれ

ば、文字数をどうするか、太さをいくつ持たせるか、

技術的にどう実装するかという面もあります。企
画職として関わっていると、フォントはとても多

面的なものだと感じます。

一方で、ユーザーさんにとっては、フォントは

素材の一部でもあります。色やレイアウト、写真、

言葉など、いろいろな要素がある中の一つです。

だからこそ、フォントオタクの視点だけではなく、

生活者としての感覚も持っていたいと思っていま

す。広告に使われた時にどう見えるか。ロゴを作り

たい人にとって必要なものは何か。ＵＤ書体のよう

に、本当にその書体を必要としている人にどう届

けるか。いろいろな視点を持っておくことが大事

だと思っています。

それでも、自分が企画したものやＰＲに携わっ

たものが、いい形で使われているのを見ると、「我

が子の活躍」みたいに感じます。

宥衣մ素敵ですね。ありがとうございました。

半田藍（はんだ・あい）

２００１年に株式会社タイプバンクに入社。

２０１７年の合併に伴い、株式会社モリサ

ワのデザイナーとしてプロジェクトに従事。�

これまでに、漢字タイポス・T#6D

シリーズ・

かなバンク・ＴＢかナシリーズ・3PMF・赤の

アリス・ココンなどの開発に携わる。

髙畑晴菜（たかはた・はるな）

株式会社モリサワ�タイプデザイン部デザイ

ン企画課所属。ディレクター職として翠流ネ

オロマンをはじめとした翠流シリーズやＡ１

ゴシック簡体字・繁体字の開発、.PSJTBXB�
'POUT

書体見本帳の企画に携わる。

株式会社モリサワ

１９２４年に邦文写真植字機を発明して以来、�

「文字を通じて社会に貢献する」を掲げ、文

字とともに歩んできた企業。現在はデジタル

フォントの開発・提供を中心に、クラウドフォ

ントサービス、多言語情報配信ツールなどを�

展開している。

文字מהג־ס
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特に難しかったのは、自分自身がまだよく理解

できていないことを書くときだった。「書かなけ

れば」と思っても、本当はまだ腹落ちしていない。

何が大事なのか。どこが面白いのか。誰に、どう

届いてほしいのか。自分の中で整理できていな�

かった。
そんなとき、私は#044

が以前話していた言葉

を思い出した。「あのとき、こういうことを言って

いた」「たぶん、こういう意味だった」「この表現

を入れれば、それらしくなるかもしれない」。そう

やって文章をつくることはできる。

でも、ふと思った。それは、もう私の言葉では

ないのではないか。#044

が話したことを録音し

てＡＩに渡せば、きれいな文章はできる。むしろ、�

その方が早いかもしれない。だとしたら、私が書

く意味はどこにあるのだろう。私から伝える意味

は、どこにあるのだろう。その問いが、ずっと�

自分の中に残っていた。�

伝わるとは、何が届くことなのか？�

そもそも、コミュニケーションとは何なのだろ

う。辞書を引けば、情報や意思を伝え合うこと、

私は、自分のことをコミュニケーションが得意

な方だと思っていた。人と話すことが好きで、初

対面の人との会話にも、それほど苦手意識はなかっ

た。自分の考えを言葉にすることや、誰かに話し

かけることも、あまり怖いとは思っていなかった。�

でも、社会人になってから、その自信は少しず

つ崩れていった。話せることと、伝わることは�

違う。言葉にできることと、相手に届くことも違う。�

自分では丁寧に伝えたつもりでも、そう受け取っ

てもらえないことがある。�
[JOF、ポッドキャスト、プレスリリース、8FC

サイト、ＳＮＳ。私は、さまざまな形でグーフの

考え方や取り組みを外に届ける仕事をしている。

何をしている会社なのか。なぜ、それをするのか。

誰にとって、どのような意味があるのか。その先

に、どんな未来を見ているのか。それらを言葉にし、

形にして、誰かに届けていく。�

けれど、実際にやってみると、「伝える」ことは

思っていたよりもずっと難しかった。文章を書い

ても、どこか浅い。意図が伝わらない。押しつけ

に見える。きれいに整えたつもりでも、読んだ人

の中に何も残らない。何度も、そうした壁にぶつ

かった。�

体験

未来

言葉の前に、自分の中を通す
自分の言葉で、誰かと未来を繋ぐために

๢פ၌ן
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というような説明が出てくる。�
でも、最近私が難しいと感じているのは、情報

が届くことだけではない。たとえば、#044

が話し

ていることを、私は一度で正確に理解できるわけ

ではない。正直、何をしたいのか、具体的に何を

どう進めるのか、すぐには分からないことの方が

まだ多い。でも、不思議と伝わってくるものがある。

なんかすごそう。この価値観は好きだ。この人が

見ている先の世界は、きっと面白い。ここに関わっ

てみたい。言葉として全部を理解しているわけで

はないのに、何かが届いている。情報として整理

できる前に、空気や熱量や、未来への期待のよう

なものが先に届いている。�

そう考えると、「伝わる」とは何なのだろう。�

情報が正しく届くこと。理解されること。共感さ

れること。行動したくなること。未来に少しワク

ワクすること。たぶん、そのすべてが少しずつ含

まれている。伝わるとは、言葉の意味だけではなく、

その奥にある温度や願いや景色が、相手の中に何

かを残すことなのかもしれない。�

でも、そう思うほど、私は自分が発信する側に

なったときの難しさを感じる。私が何度もぶつかっ

ていたのは、たぶんそこだった。�

伝えることは、目的？�手段？�

伝えるためには、相手を知ることが大事だとよ

く言われる。誰に届けるのか。相手は何に困って

いるのか。どんな言葉なら届くのか。相手は、ど

のような前提を持っているのか。それは本当に大

事だと思う。むしろ、相手のことを考えないまま

発信すれば、言葉はすぐに独りよがりなものになっ

てしまう。�

私も、相手を知ろうとしてきた。いろいろな人

に話を聞き、抱えている課題を聞き、誰に向けた

言葉なのかを考えた。それでも、なかなか伝わら

なかった。相手を知ることは大事だ。でも、それ

だけでは足りなかった。�

最近、#044
が紹介してくれた本の中に、「伝わ

らないのは、本音が言えていないからだ」という

ような言葉があった。それを読んだとき、少し苦

しくなった。でも、思い当たることがあった。�

何かを伝えようとするとき、その奥には自分の

気持ちがある。商品を紹介したい。イベントに来

てほしい。プロジェクトに参加してほしい。取り

組みを知ってほしい。表面だけを見ると、伝えた
いことはそう見える。でも、その奥には別の気持

ちが隠れていることがある。認められたい。失敗

したくない。自分がきちんと考えていると思われ

たい。�
�そうした気持ちを持つこと自体が、悪いわけで

はない。ただ、自分でも気づかないまま言葉を出

せば、それは言葉や態度にも表れる。相手のため

に書いているつもりでも、実は自分の都合が前に

出ている。相手に向かっているようで、その言葉

は自分の方を向いているのかもしれない。だから、

相手を見る前に、もしくはそれと同時に、自分を

見ることも必要なのだと思う。私は、何のために、

なぜ伝えようとしているのか。そこを見ないまま、

言葉だけを整えても、たぶん伝わらない。�
�「お客様のために」、「利他が大事」と言うのも簡

単だ。でも、自分の中でその取り組みを深く理解

したうえで、「これは誰かの困りごとを解決できる

かもしれない」「これは本当に届ける意味がある」

と感じられているだろうか。

そこまで理解し、共感できたとき、初めて「こ

う伝えたい」「この人に届けたい」「こういう未来

を一緒に見たい」という自分の意志が生まれる。

その意思が、その人自身の言葉を生むのかもしれ
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ない。�そして、自分の言葉として相手に渡すことでき

たとき、そこには、ただ情報を渡すだけではない、

好奇心や共感、会話が生まれるのだと思う。�

ＺＩＮＥフェスで見た、生きた言葉�

最近、初めて;I/&

フェスに行った。そこには、

想像していた以上に、生き生きとしたコミュニケー

ションがあった。机の上には[JOF
だけではなく、

その世界を表現するためのステッカーやT
シャツ、

ポストカード、キーホルダーなど、さまざまな印

刷物が並んでいた。出店者たちは、それを自分た

ちでつくり、自分たちで並べ、自分たちの言葉で

届けていた。�

ただ商品を売っているというより、自分の好き

なもの、自分が見ている世界、自分が面白いと思っ

ていることを、誰かに手渡しているように見えた。

そこにあったのは、売る人と買う人という関係だ

けではない。作品をきっかけに会話が始まり、作

り手の経験や考えに触れた人が、また自分の経験

を話す。そこには、温かなやりとりがあった。�

私自身も、いくつもの作品を読み、作り手と会
話をした。その人がなぜこのテーマを選んだのか。

どんな経験があり、何を考え、何を誰かに届けよ

うとしているのか。�

同じテーマについて書かれた文章は、ほかにも

あるかもしれない。それでも、その人が自分の経

験を通して、自分の言葉で語っているからこそ、

届くものがあった。�

自分の意志で、自分の言葉を使って伝えること

は、相手を説得することではない。自分が見てい

る世界を差し出し、相手が見ている世界と出会わ

せることなのかもしれない。[JOF

フェスにあふれ

ていた温かなコミュニケーションは、そこから生

まれていたのだと思う。�
そして、作り手が見ている世界は、言葉の内容

だけでなく、文字の表情にも表れていた。�

文字は、空気まで連れてくる�

会場で、月経をテーマにした[JOF
を出している

人がいた。その[JOF

は、妻が月経の痛みや、それ

に伴う心身の不調を抱えている姿を見て、「男性で

ある自分に、何かできることはないだろうか」と

考えたことから始まったという。�

�月経はセンシティブなテーマでもある。社会や

パートナーに理解を促すために、真剣で重い語り

方が選ばれることも多い。�

けれど、その[JOF

は少し違っていた。デザイン

性の高い文字や、ポップで軽やかな表現が使われ、

思わず笑ってしまいそうな部分もあった。難しい

問題を軽く扱っているのではない。その[JOF

は、

特に自分の息子や成人男性に向けて、月経に無関

心なままでいることや、対話に消極的でいること

に、少しでも働きかけたいという思いから作られ

ていた。だからこそ、最初から重く、正しく説明

するのではなく、「少し読んでみようかな」と思え

る表情が選ばれていたのだと思う。�
�そこで使われていたフォントは、内容を飾るた

めだけのものではなかった。そのテーマと読者と

の間にある距離を、少し近づける役割を持ってい

た。ジェームズさんが話していた、「文字には情報

だけでなく空気感もある」とはまさにこのことだ

と思う。�

同じ言葉でも、どのような書体で表されるかに

よって、冷たくも、温かくも、強くも、やさしく

も見える。文字は、辞書的な意味だけを届けてい

るのではない。その言葉がまとっている雰囲気ま
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で、一緒に届けている。むしろ、たくさんのフォ

ントが存在するからこそ、私たちは自分の思いや

感情を、より自由に表現できる。�

自分が伝えたいと思っていることを、相手が受

け取れる形にする。そのためには、言葉の意味だ

けでなく、その言葉がまとっている空気まで考え

る。そこまで考えて初めて、言葉の届き方は変わっ

ていくのだと思う。�

���

ミリまで考え抜く�

今回のHPPG�[JOF

の企画を考えていたとき、�

私は「フォント・ルビ・文字・言葉・情報の見せ方」

という言葉を並べたことがあった。自分の中では、

なんとなく分かっているつもりだった。でも、「情

報の見せ方って何？」と聞かれたとき、私はすぐ

に答えられなかった。ドキッとした。レイアウト・

段組・余白・順番・文字の大きさ。自分で使った

言葉なのに、その中身を自分の言葉で説明できな

かった。�

「情報の見せ方」という言葉は便利だった。広く

包むことができるし、なんとなく意味も通る。け

れど、その「なんとなく」に頼った瞬間、私は自
分が考えるべきことを、受け取る相手に預けてし

まっていたのかもしれない。�

モリサワさんに書体づくりの話を聞き、そのこ

とを改めて考えさせられた。書体をつくる現場で

は、���

ミリの違いや、角度のわずかな差、文字

が組まれたときの見え方まで細かく確認している。

一つの文字がきれいに見えれば終わりではない。

文章になったときにどう見えるのか。誰かが実際

に使ったとき、読む人の目にどのように映るのか。

どのような言葉が組まれても、全体のバランスが

損なわれないか。読まれる場面と、使う人、受け

取る人の姿を想像しながら、一つひとつの形を考

えている。そこには、「これくらいでいいだろう」

という曖昧さがない。�
私は、言葉に対しても同じように向き合いたい

と思った。自分が何を理解し、何に心を動かされ、

なぜそれを伝えたいと思うのか。その先に、どの

ような世界を実現したいと信じているのか。それ

を一度、自分の中に通す。�

そして、誰が、どのような状況で受け取るのか

を想像し、相手が受け取れる形になるまで責任を

持って届けること。自分の意志と、相手への想像

力。その両方があって、初めて言葉は相手に向かっ
ていける。�

私の役割は、すでにある考えを、きれいな言葉

に整えることではない。自分自身もその世界を

深く理解し、自分の言葉で伝えることを通して、�

その実現に関わっていくことなのだと思う。その

言葉によって、これまで届かなかった人に考え

が届くかもしれない。誰かが同じ未来を想像し、�

一緒に実現したいと思ってくれるかもしれない。

言葉を通して人と人がつながり、私たちが信じる

世界が、少しずつ現実に近づいていくかもしれな

い。私から伝える意味は、そこにあるのだと思う。�

今この瞬間も、そのために言葉と向き合ってい

る。けれど、自分の言葉で伝え、相手に届く形に

することは、想像していた以上に難しい。分から

ないことや、うまく言葉にできないことに何度も

ぶつかり、正直苦しい。それでも、迷い、もがき

ながらでも、���

ミリまで考え抜いて、丁寧に形に

していきたい。

人と未来を紡ぎ、PSJOUPMPHZ

が信じる世界を実

現することに、私も貢献したい。

その積み重ねの先で、私もこの世界をつくって

きた一員なのだと、胸を張って言える人になり�

たい。
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私わたしたちは、コミュニケーションがメッセージ

から始はじまるかのように話はなすことが多おおい。何なにを伝つたえ

たいのか。どんな言ことば葉を使つかうべきか。どの言げんご語に

翻ほんやく訳すべきか。

でも、最さいきん近�思おもうのは、コミュニケーションはもっ

と前まえから始はじまっているのではないか、ということ

だ。言ことば葉の前まえ。レイアウトの前まえ。フォントの前まえ。

コミュニケーションデザインは、つい忘わすれがち

な、ある問といから始はじまる。

「これは誰だれのためのものなのか？」

今こんかい回の号ごうでは、タイプの世せかい界で全まったく異ことなる二ふたり人

と話はなしをした。日にほん本で最もっとも歴れきし史のあるフォント会かいしゃ社

のひとつ、モリサワさん。そして、アメリカを

拠きょてん点とする小ちいさな独どくりつ立系けいタイプファウンドリ、0)�
OP�TZQF�$P�の+BNFT�&ENPOETPO�	

ジェームズ・

エドモンソン


さんだ。

二ふたつの会かいわ話は、まったく違ちがうかたちで展てんかい開した。

モリサワさんとの取しゅざい材では、構こうぞう造が信しんらい頼をつくっ

た。私わたしたちは丁ていねい寧に準じゅんび備をし、事じぜん前に担たんとう当者しゃの方々

とお会あいし、質しつもん問も事じぜん前にお送おくりし、より明めいかく確な
流ながれでインタビューを進すすめた。その構こうせい成は適てきせつ切に

感かんじられたし、敬けいい意を込こめたつもりだった。

ジェームズさんとの会かいわ話では、形けいしき式のなさが違ちが

う種しゅるい類の信しんらい頼をつくった。導どうにゅう入のための電でんわ話のつ

もりが、気きづけばそのままインタビューになって

いた。最さいしょ初は少すこし面めんく食らった。でもすぐに気きづいた。

これは準じゅんび備不ぶそく足ではなく、コミュニケーションが

目めの前まえの人ひとに合あわせて変へんか化しているのだと。

そのコントラストが、ずっと頭あたまに残のこった。同おな

じように接せっすれば思おもいやりがある、というわけで

はないのだと、この経けいけん験は気きづかせてくれた。と

きには構こうぞう造が気きづか遣いになる。ときには緩ゆるやかさが

気きづか遣いになる。ときに最もっとも敬けいい意ある行こうい為は、丁ていねい寧

に準じゅんび備することだ。そしてときに、それは相あいて手が

自しぜん然に開ひらいていく方ほうこう向へ、会かいわ話を委ゆだねることだ。

同おなじ対たいおう応が、同おなじことを伝つたえるわけではない。

そしてこれは、日にほん本とアメリカという話はなしだけで

もなかった。文ぶんか化も関かんけい係していたけれど、規き
ぼ模や

歴れきし史、そしてどんな組そしき織から話はなしているかという

ことも関かんけい係していた。モリサワさんは長ながい歴れきし史を

持もつ大おおきな会かいしゃ社だ。0)�OP�TZQF�$P�は小ちいさなファ

ウンドリで、ジェームズの話はなし方かたは、率そっちょく直で、お

おらかで、まったく違ちがう形かたちでカジュアルだった。

翻訳 ≠ ローカリゼーション

ु൸ڐڼ
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教きょうくん訓は、ある文ぶんか化が形けいしき式的てきで、別べつの文ぶんか化が形けいしき式

的てきでない、ということではなかったのかもしれな

い。コミュニケーションには、文ぶんか化的てきな共きょうかん感だけ

でなく、組そしき織的てきな共きょうかん感のようなものも必ひつよう要なのだ

と思おもう。相あいて手がどこから来きたかだけでなく、ど

んな構こうぞう造が相あいて手を自じゆう由にし、どんな構こうぞう造が相あいて手を

窮きゅうくつ屈にするかを理りかい解すること。

翻ほんやく訳できないもの

私わたしたちはしばしば、何なんかが明めいかく確で、よく書かかれ、

よく設せっけい計されていれば、どこでも通つうじるはずだと

思おもいたがる。でも、コミュニケーションは何なんもな

い空くうかん間を通とおって届とどくわけではない。それは文ぶんか化、

記きおく憶、期きたい待、習しゅうかん慣、信しんらい頼を通とおって届とどく。

だからこそ、翻ほんやく訳とローカライゼーションは違ちが

う。翻ほんやく訳は、ある言げんご語の言ことば葉を別べつの言げんご語に変かえる。

ローカライゼーションは、そのメッセージが届とどい

たときにきちんと機きのう能するかどうかを問とう。トー

ンが自しぜん然に感かんじられるか。フォーマットがその

土と
ち地の人ひとにとって馴な
じ染みのあるものか。記きごう号が

想そうてい定どおりの意い
み味を持もつか。自じぶん分たちにとって当あ

たり前まえに思おもえることが、誰だれかにとっては混こんらん乱の

原げんいん因になっていないか。

メッセージは翻ほんやく訳されていても、理りかい解されない

ことがある。

以いぜん前、兄あにが日にほん本での�-JOLFEIO�に関かんするプロダ

クトデザインの課かだい題について話はなしてくれたことが

ある。細さいぶ部までは正せいかく確に覚おぼえていないので、これ

を事じれい例として扱あつかいたいわけではない。でも、私わたくしの

中なかに残のこったのは、ユーザーがプラットフォームの

価か
ち値に到とうたつ達する前まえに、つまずいてしまっていたと

いうことだった。サインアップの段だんかい階で止とまって

しまう人ひとが多おおかったらしい。

私わたしが引ひっかかったのは、技ぎじゅつ術的てきな問もんだい題そのもの

ではなく、その前ぜんてい提がどれほど見みえにくいものだっ

たかということだ。多おおくのアメリカのビジネスパー

ソンにとって、自じぶん分の経けいれき歴を公こうかい開し、スキルを並なら

べ、会かいしゃ社を超こえてつながりをつくるという行こうい為は、

すでに馴な
じ染みのある文ぶんみゃく脈の中なかにある。日にほん本では、

同おなじインターフェースが、まったく違ちがう文ぶんか化的てきな

論ろんり理を前ぜんてい提とした行こうどう動を求もとめているのかもしれな

い。問もんだい題は、英えいご語が日にほん本語ごに翻ほんやく訳されたかどうか

だけではない。もっと深ふかい問といは、その経けいけん験全ぜんたい体が、

ユーザーの文ぶんみゃく脈に翻ほんやく訳されていたかどうかだ。

それは、とても小ちいさなところで起おきる。

日にほん本では、○と×が、正せいかい解と不ふ正せいかい解、許きょよう容と不ふ

許きょよう容を示しめすために広ひろく使つかわれている。多おおくの西せいよう洋

のインターフェースでは、チェックマークがそ

の役やくわり割を担になうことが多おおい。どちらも、それぞれの

文ぶんみゃく脈の中なかでは違い
わ和感かんのないものだ。でも、ある

記きごう号が誰だれにとっても自じめい明だと思おもい込こんでデザイン

すると、誰だれも確かくにん認しようと思おもわなかった場ばしょ所で、

混こんらん乱が生うまれることがある

あまりにも当あたり

前まえに思おもえたから。

ローカライゼーションの難むずかしさは、大おおきな言ことば葉

にあるのではない。誰だれも説せつめい明しようと思おもわなかっ

た、小ちいさなことの中なかにある。

必ひつよう要になって初はじめて気きづくもの

数すうか月げつ前まえ、インクルーシブな出しゅっぱん版に関かんするシン

ポジウムに参さんか加した。あるスピーカーの言ことば葉が、

私わたしの中なかに残のこった。

「出しゅっぱん版の仕しごと事を始はじめるまで、振ふり仮が
な名のことを

本ほんとう当に意いしき識していませんでした」

振ふり仮が
な名とは、漢かんじ字の上うえや横よこに小ちいさく印いんさつ刷さ

れる読よみ方かたのガイドのことだ。デザインの細さいぶ部と
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して見み
す過ごしてしまいがちだけれど、多おおくの読どくしゃ者

にとっては、テキストに入はいっていけるかどうかの

境きょうかいせん
界線そのものだ。

最さいしょ初、私わたしはその言ことば葉にあまり共きょうかん感できなかった。

家いえでは日にっぽん本語ごで育そだったけれど、漢かんじ字をきちんと

学がっこう校で習ならっていない私わたくしは、振ふり仮が
な名にずっと頼たよっ

てきた。振ふり仮が
な名にはすぐに気きづく。あればほっ

とするし、なければ、自じぶん分がアクセスできるもの

とできないものの境きょうかい界線せんを感かんじる。

でも、すぐに気きづいた。私わたくしもエレベーターに対たい

して、同おなじようなものなのだと。

体からだに不ふ自じ由ゆうのない私わたしは、普ふだん段、何なんも考かんがえずに

階かいだん段を使つかう。エレベーターへの道みちがきちんと案あんない内

されているか、アクセシブルな入いりぐち口が使つかいやすい

場ばしょ所にあるか、それとも後あとづ付けのように感かんじられ

る場ばしょ所にあるか、気きにも留とめない。エレベーター

に頼たよっている人ひとは、おそらくそのすべてに気きづい

ている。案あんない内のひとつひとつに。なくなっている

案あんない内に。道みちが突とつぜん然わからなくなる瞬しゅんかん間に。

ほとんどの人ひとは、必ひつよう要になるまでアクセシビリ

ティの工くふう夫に気きづかない。でも、それを必ひつよう要とす

る人ひとにとっては、それがすべてを変かえる。

それもまた、コミュニケーションデザインだ。
何なにかを見みえるようにするだけでなく、誰だれがそれを

必ひつよう要としているのか、いつ必ひつよう要としているのか、

なくなったときに何なんを失うしなうのかを理りかい解すること。

読よみやすくなったのに、使つかいにくくなった

東とうよこせん
横線に乗のっているときに、またこのことを

考かんがえた。東とうよこ横線せんは、私わたしが東とうきょう京で通つうきん勤に使つかっている

電でんしゃ車だ。
ある日ひの帰かえり道みち、車しゃない内のＬＣＤ案あんない内表ひょうじ示が、い

つもと違ちがうことに気きづいた。新あたらしい車しゃりょう両だったの
かもしれない。システムが更こうしん新されたのかもしれ

ない。写しゃしん真を撮とりたかったけれど、混こんだ電でんしゃ車の

中なかで画がめん面を撮とるのは少すこし気きが引ひけたので、結けっきょく局��

分ふんほどじっと見みつめていた。

最さいしょ初は、読よみにくくなったように感かんじた。でも

見みているうちに、その感かんかく覚はもっと複ふくざつ雑なものに

なっていった。

文も
じ字そのものは、ずいぶん丁ていねい寧に考かんがえられてい

るように見みえた。太ふとさが均きんいつ一になり、字じかん間も広ひろく

なった。文も
じ字や数すうじ字の見み
わ分けがつきやすくなった

部ぶぶん分もある。

その意い
み味では、タイポグラフィは改かいぜん善されたの

かもしれない。でも同どうじ時に、駅えき番ばんごう号や乗のり換かえの

案あんない内、エレベーターや階かいだん段のマークといった、人ひと

が実じっさい際に移いどう動するために必ひつよう要な視しかく覚情じょうほう報は、以いぜん前

より小ちいさく、目めに入はいりにくくなっていた。

これは、デザインのある一いち部ぶぶん分を改かいぜん善すること

と、コミュニケーション全ぜんたい体の体たいけん験を改かいぜん善するこ

との違ちがいを考かんがえさせられた。

フォントが読よみやすくなる一いっぽう方で、メッセージ

自じたい体が使つかいにくくなることがある。

矛むじゅん盾しているように聞きこえるけれど、公こうきょう共の

案あんないひょうじ

内表示は文も
じ字の形かたちだけで成なり立たっているわけで

日本סآ؛ٚ؜ס堭鍡עמյ׵חַל؆כ׮振׽仮名ֿ付ַ׾ַיն�
ג׀י绱ַ׼־頃ס׵לյ子׵יׂם״漢字ֿ読סյ全部ךׅ־ֽ
堭؅今׵ך楽׼ֿםײ׊堭ֻ׾ն
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はない。階かいそう層、タイミング、距きょり離、動うごき、そして

読よみ手てが次つぎに何なんをすべきかによって成なり立たってい

る。電でんしゃ車の表ひょうじ示を見みている人ひとは、本ほんを読よんでいる

わけではない。自じぶん分が今いまどこにいるのか、どこで

降おりるべきか、乗のり換かえが必ひつよう要かどうか、あと

何なん駅えきあるのかを確かくにん認している。デザインは、その

行こうどう動を支ささえるものでなければならない。理りそう想的てきな

条じょうけんか
件下で読よみやすいだけでは足たりない。

これは、アメリカの道どうろひょうしき

路標識をめぐる�)JHIXBZ�
(PUIJD（ハイウェイ・ゴシック）�と�$MFBSWJFX�

（クリアビュー）�の議ぎろん論を思おもい出ださせた。クリア

ビューは、特とくに夜やかん間の高こうそく速道どうろ路における視し認にん性せいを

改かいぜん善するために開かいはつ発された。

でも、その大おおきな議ぎ論ろんが示しめしたのは、読よみやす

さは決けっしてフォント選えらびだけの問もんだい題ではないとい

うことだ。標ひょうしき識は、スピードの中なかで、距きょり離を置おいて、

変へん化かする光ひかりの中なかで、視しりょく力も道みちへの慣なれ方かたも違ちがう人々

によって読よまれる。問といは単たんじゅん純に「これは読よめる

か」ではない。「これは、それを理り解かいする必ひつよう要のあ

る瞬しゅんかん間に、理り解かいできるか」だ。

それは違ちがう問といであり、道どうろひょうしき

路標識をはるかに超こ

えて当あてはまる。

信しんらい頼の見みえ方かたの違ちがい

日に本ほんに初はじめて来きたとき、情じょうほう報の多おおさに圧あっとう倒さ

れた感かんかく覚を覚おぼえている。パッケージ、ポスター、

商しょうひん品ラベル、駅えき

すべてが、あまりにも多おおくの

ことを一ひとたび度に伝つたえようとしているように見みえた。

アメリカでは、何なんかに情じょうほう報が多おおすぎると、私わたし

はむしろ少すこし怪あやしく感かんじてしまう。なぜそんなに

説せつめい明しようとしているのか。何なんを納なっとく得させようと

しているのか。

日に本ほんでは、その逆ぎゃくを感かんじることが多おおい。情じょうほう報が

少すくなすぎると、信しんらい頼できないように感かんじる。説せつめい明

が少すくなすぎる、証しょうこ拠が少すくなすぎると、何なんかがおか

しいと感かんじてしまう。情じょうほう報量りょうそのものが、信しんらい頼を

築きずく一いち部ぶになっている。

マーケティングのリズムにも、この違ちがいが表あらわれ

ているように思おもう。アメリカでは、コミュニケー

ションは「何なん」から「なぜ」、そして「どうやって」

へと進すすむことが多おおい

これは何なんか、なぜ気きにか

けるべきか、どう機き能のうするのか。日に本ほんでは、その

順じゅんばん番が変かわるように感かんじることがある。「どうやっ

て」作つくられたのか、「なぜ」信しんらい頼できるのか、「何なにを」
受うけ取とっているのか。プロセスが主しゅちょう張より先さきに来く

る。証しょうこ拠が結けつろん論より先さきに来くる。

これはルールではない。どちらの文ぶん化かも、ひと

つの型かたに収おさめたいわけではない。でも、信しんらい頼への

道みちすじ筋は常つねに同おなじではなく、その道みちすじ筋はデザインの

判はんだん断

どこまで説せつめい明するか、何なにを省はぶくか、どの

順じゅんばん番で伝つたえるか、トーンがどれくらい自じ信しんに満みち

ているか

を直ちょくせつ接通かよっている。

つまり、ローカライゼーションは言こと葉ばだけの�

仕し事ごとではない。信しんらい頼の仕しごと事でもある。それは、人ひと

が行こうどう動する前まえに何なにを信しんじる必ひつよう要があるのか、そし

て何なにがその妨さまたげになっているのかを問とうことだ。

印いんさつ刷物ぶつが意いみ味するもの、そしてどこで

印いんさつ刷物ぶつは、どこでも同おなじ意い
み味を持もつわけではな

い。日にっぽん本では、印いんさつ刷物ぶつが日にちじょう常の中なかにとても深ふかく根ね

づいているのを、身しんたい体的てきなレベルで感かんじる。駅えきの

出でぐち口でチラシが配くばられている。電でんしゃ車の間あいだにはポス

ターが並ならんでいる。レストランでは、サービスの

流ながれの中なかで一いっしょ緒に動うごく紙かみの整せいり理券けんが使つかわれる。パッ

ケージには、説せつめい明や安あんしん心感かんの層そうが重かさねられている。
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ＱＲコードもどんどん組くみ込こまれるようになって

きている

改かいさつ札では、長ながねん年使つかわれてきた磁じ
き気カー

ドに代かわって、一いち回かい限かぎりの乗じょうしゃ車券けんに印いんさつ刷された�

ＱＲコードが最さいきん近使つかわれ始はじめている。それでも、

ＱＲコードの下したにあるのは結けっきょく局紙かみだ。印いんさつ刷物ぶつは今いま

も、信しんらい頼のインフラの一いち部ぶであり続つづけている。デ

ジタルにはない重おもみが、印いんさつ刷物ぶつにはある。

アメリカでは、その多おおくが移うつり変かわってきた。

スマートフォン、メール、4/4
日々
の情じょうほう報の

多おおくが流ながれるのは、こうした場ば所しょだ。ポスターが

自し然ぜんに、繰くり返かえし人ひとに届とどくような共きょうゆう有の公こうきょう共交こうつう通

空くうかん間は、それほど多おおくない。ダイレクトメールは、

メッセージとして届とどく前まえに、ジャンクメールとい

う前ぜんてい提を背せ
お負っている。

でも、興きょうみ味深ぶかいことが起おきはじめている。メー

ルの受じゅしん信ボックスがあまりにも飽ほう和わしてしまった

ために、いくつかのブランドが物ぶつ理り的てきな郵ゆうびん便物ぶつに

戻もどりはじめている。それが効こうりつ率的てきだからではなく、

むしろ「珍めずらしい」ものになったからだ。郵ゆうびん便受うけ

の中なかの一いち枚まいのカードは、受じゅしん信ボックスの中なかの一いっ通つう

のメールにはできないかたちで目め
だ立つようになる。

フォーマットは、期き待たいされなくなることで、意い
み味

を獲かくとく得した。

アメリカのマスマーケット・ペーパーバックの

話はなしも、それに近ちかいものを語かたっている。アメリカ人じん

が本ほんを買かわなくなったわけではない。でも、ドラッ

グストアや空くうこう港で売うられていた、安あん価かで小ちいさなペー

パーバック

書しょてん店の外そとでも読どくしょ書を可かのう能にしてい

たもの

は、ほとんど姿すがたを消けした。代かわりに、

トレード・ペーパーバックや、より上じょうしつ質な装そうてい丁

の本ほんが選えらばれるようになっている。限げんてい定カバー、

彩さいしき色された背せ表ひょうし紙、上じょうしつ質な紙かみ

所しょゆう有する価か
ち値が

あると感かんじられるもの。テキストの入いれ物ものとして

ではなく、経けいけん験としての本ほん。

アメリカ人にんは今いまも、物ぶつ理り的てきなものを買かうことに

前まえ向むきだ。ただ、何なんにその対たい価かを払はらうのかについて、

より選せんたく択的てきになっている。フォーマットと価か
ち値は、

常つねに対たい話わの中なかにある。

日にっぽん本では、電でんしゃ車の中なかで本ほんを読よんでいる人ひとをよく

見みかける。それは読どくしょ書文ぶん化かについて何なにかを語かたって

いるのかもしれない。あるいは、共きょうゆう有の公こうきょう共空くうかん間

に囲かこまれているからこそ、単たんじゅん純に目めにつきやすい

だけかもしれない

車くるま中ちゅうしん心の生せいかつ活を送おくっていた

アメリカでは、そうした光こうけい景にあまり出で
あ会わなかっ

た。おそらく、どちらも本ほんとう当なのだと思おもう。

でも、その「見みえること」には何なんかがある。
電でんしゃ車の中なかの一いち冊さつの本ほんは、ただの個こじん人的てきな体たいけん験では

ない。それは、その街まちの公こうきょう共的てきな質しつかん感の一いちぶ部になる。

駅えきのポスターは、ただの広こうこく告ではない。通つうきん勤のリ

ズムの一いちぶ部になる。駅えきの外そとで渡わたされる一いち枚まいのチラ

シは、ただの紙かみではない。ある場ばしょ所ではまったく

自しぜん然に感かんじられ、別べつの場ばしょ所では押おしつけがましく

感かんじられる、ある社しゃかい会的てきな行こうどう動の一いちぶ部だ。

問といは、印いんさつ刷物ぶつが古ふるいか新あたらしいか、効こうりつ率的てきか非ひ

効こうりつ率的てきかではない。問といは、その状じょうきょう況が実じっさい際に

必ひつよう要としているコミュニケーションの形かたちは何なんか、

そして選えらばれたその形かたちが、受うけ取とる人ひとに合あってい

るかどうかだ。

留とまることと、適てきおう応することの間あいだ

日にっぽん本とアメリカ、両りょうほう方の文ぶんみゃく脈の間あいだで生いきてき

たことで、人ひとが「当あたり前まえ」だと思おもい込こんでいる

場ばしょ所こそが、コミュニケーションが失しっぱい敗しやすい

場ばしょ所だと気きづくようになった。

率そっちょく直さが、明めいかい快に感かんじられることもある。必ひつよう要

な一いち歩ほを飛とばしているように感かんじられることもあ

る。形けいしき式が、敬けいい意の表あらわれに感かんじられることもあ

る。相あいて手があなたを信しんらい頼していないから気きを許ゆるせ
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ていない、というサインに感かんじられることもある。

情じょうほう報の密みつ度どが、丁ていねい寧さに感かんじられることもある。

壁かべのように感かんじられることもある。

これらはルールではない。リズムだ。そして、

リズムは翻ほんやく訳がもっとも難むずかしいものの一ひとつだ。

文ぶん化かを越こえてコミュニケーションを取とろうとす

るブランドや組そ織しきにとって、もとのメッセージを

そのまま持もってきて、言こと葉ばだけを変かえるのでは足た

りない。メッセージは、受うけ取とる人ひとの期き待たいや習しゅうかん慣

を通とおり抜ぬけなければならない。順じゅんばん番を変かえる必ひつよう要

があるかもしれない。説せつめい明のレベルを変かえる必ひつよう要

があるかもしれない。トーンを変かえる必ひつよう要があ

るかもしれない。あるいは、まったく違ちがう媒ばいたい体が

必ひつよう要になることもある。それでも、ローカライゼー

ションは、もとのものが本ほんらい来何なにであるかを消けし去さ

るべきではない。目もくひょう標は、すべてを一いっぱん般的てきな「そ

の土と
ち地っぽいもの」にすることではない。何なんを変か

えれば、メッセージがそれ自じ身しんでありながら、ちゃ

んと届とどくのかを理り解かいすることだ。

その「留とまること」と「適てきおう応すること」の間あいだの

空くうかん間は、本ほんとう当に難むずかしい。それには、何なんかが静しずかに

すれ違ちがってしまう場ばしょ所を感かんじ取とれるくらい、文ぶん化か

を深ふかく知しる必ひつよう要がある。フォーム、記き号ごう、ページ
のレイアウトの中なかに潜ひそむ、目めに見みえない前ぜんてい提に気き

づく必ひつよう要がある。何なんかをデザインし、印いんさつ刷し、送おく

り出だす前まえに、こう問とう必ひつよう要がある。これは誰だれのた

めのものなのか、そして、それが本ほんとう当に届とどくために、

相あい手ては何なにを必ひつよう要としているのか。

私わたし
自じ身しん、それが実じっさい際にはどういうことなのか、

まだ考かんがえ続つづけている。でも、きっとそれは、自分
の「普ふ通つう」が誰だれにとっても普ふ通つうだという思おもい込こみ

をやめることから始はじまる。そして代かわりに、意い
み味

が静しずかに失うしなわれていく場ば所しょに気きづくことから始はじま

るのだと思おもう。

もしかしたら、それがローカライゼーションの

本ほんとう当の意い
み味なのかもしれない。事じ
ご後の翻ほんやく訳ではな

く、メッセージが届とどく前まえのケアのことを。

同じ目的、異なるシグナル。
同じ商品の情報は、なぜこんなに違って見えるのか？

同׋種類ס商品׵ךյ信頼׽ׂחס方ע同ַםעך׋նעחכץ複数ס
機能׷安心材料؅前面מ出׊յעחכץֹ׵整理ג׿׈階層כ絞ג׿׼
約束ך伝ֻ׾ַיն

鬼׾ַיז情報׵׽׻յסאր見׎方ցֿ違ֹն
言葉؅置׀換ֻׂםעךׄד׾յ受ׄ手מ合י׎؂情報ס入口׷⨣先順
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情報״כױס方 機能ׇמכ分ׄ׾ ⨣先順⛣׾ׄח؅
注意ס引׀方 色・形・ؓؕ٤ؤ 配置・階層・ثؕئ
信頼ס見׎方 可視化מ؅個別عشْٛ ם中心的כغ٤ٚه

約束؅鬨׾׌מ
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見みていただいて分わかる通とおり、今こんかい回のHPPG�[JOF�

にはルビが振ふられています。

ルビとは、漢かん字じのそばにつけられる小ちいさなふり

がなのことです。私わたしは現げんざい在、社しゃかい会にふりがな、つ

まりルビを適てきせつ切に増ふやすことで、あらゆる人ひとが学まな

びやすく、多た文ぶん化かが共きょうせい生する社しゃかい会づくりを目め
ざ指す

「ルビ財ざいだん団」で理り
じ事をしています。

漢かん字じがすでに読よめる人ひとにとって、ルビがなく

ても困こまらない。むしろ文も
じ字が増ふえて、読よみにくい

と感かんじることもあるかもしれません。でも、漢かん字じ

が読よめない人ひとにとって、ルビがない文ぶんしょう章は、とき

に大おおきな壁かべになります。読よめない漢かん字じがあると、

意い
み味を調しらべることも難むずかしくなります。知しりたい

ことがあっても、文ぶんしょう章の入いりぐち口で止とまってしまう。

興きょうみ味はあるのに、読よみ進すすめることができない。

それは、子こどもだけの話はなしではありません。大おとな人

でも、漢かん字じが読よめないことで読よむことをあきらめ

てしまう人ひとがいます。頭あたまの中なかで言こと葉ばを音おととして

認にんしき識している人ひとにとって、読よみ方かたが分わからない漢かん

字じが続つづくことは大おおきな負ふ
か荷になります。

私わたしが知しっている中なかにも、子こどもの頃ころに国こく語ごの

教きょうか科書しょを音おんどく読したとき、漢かん字じが読よめずに笑わらわれた

経けいけん験から、それ以いらい来、人ひとまえ前で話はなすことが苦にが手てになっ
てしまった人ひとがいます。海かいがい外で過すごした期き間かんが長なが

く、日に本ほん語ごの本ほんを読よみたいのに漢かん字じが難むずかしくて読よ

めない人ひともいます。また、外がいこく国出しゅっしん身の親おや御ごさんが、

子こどもの運うんどう動会かいで張はり紙がみを読よめず、土ど足そく禁きん止しの場ば

所しょに上あがってしまい、周しゅうい囲から非ひ難なんの目めを向むけら

れたという話はなしも聞ききました。

漢かん字じが読よめない。ただそれだけで、情じょうほう報にたど

り着つけないことがある。恥はずかしい思おもいをするこ

とがある。自じ分ぶんはここにいていいのだろうか、と

感かんじてしまうことがある。ルビは、その壁かべを少すこし

低くするためのものです。

先せんじつ日、ルビ財ざいだん団では「本ほんが読よめない時じ代だいに出しゅっぱん版

こちらはダミー
テキストです。
文字の大きさ
や行間、段落の
バランスなどを
確認するために
配置しています。
最終的な原稿が
完成した際には、
こちらの文章を
正式な内容に
差し替えてください。
こちらはダミー
テキストです。
文字の大きさ
や行間、段落の
バランスなどをルビは、読むための

       小さなスロープ

೟ௌགႶ

''0لٜ
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8FCס財団لٜ סلٜי׋応מ人ֿ必要׳յ読עךعؕئ
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はどうなる？�インクルーシブデザインで考かんがえる」

というテーマで、シンポジウムを開かいさい催しました。

今こんかい回�HPPG�[JOF�を制せいさく作している宥ゆ
い衣と海うみ花かも、そ

の場ばに参さん加かしてくれました。

そこで改あらためて考かんがえたのが、インクルーシブデザ

インという考かんがえ方かたです。インクルーシブデザイン

とは、環かんきょう境に適てきおう応するうえで困こんなん難を抱かかえる当とう事じ者しゃ

に、デザインの段だんかい階から関かかわってもらい、誰だれもが

自し然ぜんに利り用ようできるものを目め
ざ指す考かんがえ方かたです。

私わたしたちは、ルビを「スロープのようなもの」だ

と話はなすことがあります。スロープは、車くるまいす
椅子を使つか

う人ひとのために設せっ置ちされることが多おおいものです。で

も実じっさい際には、ベビーカーを押おす人ひと、重おもい荷に物もつを持も

つ人ひと、けがをしている人ひと、高こうれい齢の人ひとなど、さまざ

まな人ひとにとって助たすけになります。

ルビも同おなじです。漢かん字じが読よめない人ひとのためのも

のに見みえるかもしれません。でも、子こども、日に本ほん

語ごを学まなぶ人ひと、海かいがい外に長ながくいた人ひと、読よみ方かたに不ふ安あんの

ある人ひと、専せんもん門用よう語ごに慣なれていない人ひと、そしてたま

たまその漢かん字じの読よみ方かたを知しらない人ひとにとって、ル

ビは文ぶんしょう章に入はいるための小ちいさなスロープになりま

す。もちろん、すべての文ぶんしょう章に、すべての漢かん字じに、
いつでもルビを振ふればよいという単たんじゅん純な話はなしではあ

りません。読よみやすさ、誌し面めんの美うつくしさ、情じょうほう報量りょう、

読よむリズム。考かんがえるべきことはあります。

それでも、ルビがあることで初はじめて入はいってこら

れる人ひとがいる。そのことを知しっているかどうかで、

文ぶんしょう章やデザインの見みえ方かたは変かわると思おもいます。

そしてこれは、漢かん字じだけの話はなしではありません。

コミュニケーションのすれ違ちがいも、多おおくの場ば合あい、

外そとからは見みえない前ぜんてい提の違ちがいによって起おきていま

す。海うみ花かの記き
じ事では、海かいがい外の人ひとに伝つたえるときには、

ただ翻ほんやく訳するだけではなく、ローカライズするこ

とが必ひつよう要だと書かかれていました。私わたしも本ほんとう当にその

通とおりだと思おもいます。ただ、それは国くにや文ぶん化かの違ちがい

だけではありません。

同おなじ日に本ほん語ごを話はなしていても、同おなじ会かいしゃ社にいても、

同おなじ世せ代だいに見みえても、人ひとによって前ぜんてい提は違ちがいます。

何なんを安あんしん心だと感かんじるのか。何なんを失しつれい礼だと感かんじるの

か。どのくらい説せつめい明があれば納なっとく得できるのか。ど

んな順じゅんばん番で話はなされると受うけ取とりやすいのか。

違ちがう国くにの人ひとと話はなすときには、最さいしょ初から「価か
ち値観かん

が違ちがうかもしれない」と考かんがえるかもしれません。

けれど、同おなじ国くに、同おなじ会かいしゃ社、同おなじ立たち場ばに見みえる相あい

手てには、つい「同おなじように分わかるはず」「同おなじよう

に受うけ取とるはず」と思おもってしまうことがあります。

でも実じっさい際には、そこに大おおきな違ちがいがある。その

違ちがいに気きづかないまま言こと葉ばを投なげるから、すれ違ちが

いが起おきるのだと思おもいます。

フォントも同おなじです。ある人ひとにとっては、少すこし

尖とがった文も
じ字が「かっこいい」「強つよい」「印いんしょう象的てき」に

見みえるかもしれない。でも別べつの人ひとにとっては、そ

の尖とがりが攻こうげき撃的てきに感かんじられることもある。文も
じ字の

形かたちひとつで、安あんしん心する人ひともいれば、身みがま構える人ひとも

いる。ルビも同おなじです。ルビがない文ぶんしょう章を、何なんも問もんだい題

なく読よめる人ひとがいる。一いっぽう方で、ルビがないことで、

文ぶんしょう章に入はいっていけず、自じ分ぶんは置おいていかれている

と感かんじる人ひとがいる。

自じ分ぶんにとって当あたり前まえの読よみやすさは、誰だれかに

とっての当あたり前まえではない。自じ分ぶんにとって自し然ぜんな

言こと葉ばは、誰だれかにとって自し然ぜんではない。自じ分ぶんにとっ

て親しんせつ切な伝つたえ方かたが、誰だれかにとっては押おしつけに感かん

じられることもある。

だからこそ、コミュニケーションを考かんがえるとき

には、まず問とい直なおす必ひつよう要があるのだと思おもいます。

これは誰だれに伝つたえたいのか。その人ひとは今いま、どんな
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場ば所しょにいるのか。何なんを知しっていて、何なんを知しらない

のか。どんな不ふ安あんや壁かべを感かんじているのか。この言こと

葉ばを受うけ取とったあと、どこに向むかってほしいのか。

その道みちのりを想そうぞう像することが、コミュニケー

ションデザインなのだと思おもいます。

ただ情じょうほう報を渡わたすことではない。ただ正ただしいと思おも

う言こと葉ばを選えらぶことでもない。ただ美うつくしいと思おもうデ

ザインに整ととのえることでもない。作つくり手てにとって正ただ

しいことや美うつくしいことが、そのまま受うけ手てにとっ

ての入はいりやすさになるとは限かぎらない。

相あい手てがその言こと葉ばに入はいってこられるようにするこ

と。受うけ取とれる順じゅんばん番や温おん度どを考かんがえ、相あい手ての中なかに何なん

が生うまれるのかまで想そうぞう像すること。

そのためには、自じ分ぶんの想おもいも大たいせつ切です。誰だれにで

も伝つたわるようにしようとすると、言こと葉ばが薄うすくなる

ことがあります。傷きずつけないようにしようとしす

ぎると、何なんも届とどかない言こと葉ばになることもあります。

だから最さいしょ初に必ひつよう要なのは、「これを受うけ取とった人ひと

に、どんな変へん化かが生うまれてほしいのか」「その先さきに、

どんな世せ界かいが広ひろがってほしいのか」という自じ分ぶんの

想おもいなのだと思おもいます。

ただ、その想おもいをそのまま相あい手てにぶつけるだけ

では、コミュニケーションにはなりません。想おもい
があるからこそ、相あい手ての前まえにある壁かべを想そうぞう像する。

想おもいがあるからこそ、相あい手てが入はいってこられる形かたちに

変かえる。
今こんかい回の�HPPG�[JOF�にルビを振ふることも、そうい

う試こころみの一ひとつです。

すべての人ひとに同おなじように届とどく方ほうほう法はありませ

ん。でも、これまで入いりぐち口に立たてなかった人ひとのこと

を想そうぞう像することはできる。読よめなかった人ひとが、少すこ

しでも読よめるようにすることはできる。置おいてい

かれていた人ひとが、自じ分ぶんも読どくしゃ者に含ふくまれていると感かん

じられるようにすることはできる。

もちろん今こんかい回のルビの取とり組くみはすべての人ひとに

完かんぺき璧に届とどけるための答こたえではありません。それで

も、これまで入いりぐち口の前まえで立たち止どまっていた人ひとの

存そんざい在に気きづき、その人ひとが入はいってこられる道みちを少すこし

でも作つくろうとする試こころみです。

ルビが単たんなるふりがなではなく、誰だれかに届とどくた

めのデザインの一ひとつなのだと感かんじてもらえたら嬉うれ

しく思おもいます。

小ちいさなルビが、誰だれかにとっては、読よむための大おお

きな入いりぐち口になる。今こんかい回の�HPPG�[JOF�が、そのこと

を少すこしでも感かんじてもらえる一いち冊さつになれば嬉うれしく思おも

います。





40ր愛כ)VNBOJUZց�

宥衣、海花、今回も[JOF
の編集、お疲れ様でした。

２人が書いてくれた瑞々
しいエッセイ、モリサワ

さん、+BNFT

さんとのインタビュー記録を、おじ

さんは何度も、何度も丁寧に読み返しました。

宥衣が「話せることと伝わることは違う」との

壁にぶつかり、「ＡＩを使えばきれいな文章はす

ぐできるのに、自分が書く意味はどこにあるのか」

と深く葛藤していた姿。海花が、フォントデザイ

ンの奥にある数学的な厳密さや、「手で書くこと」

がもたらす圧倒的な基礎力に目を輝かせていた姿

…。��歳のおじさんは、二人のすべてのプロセス

が愛おしく、とても誇らしくて、胸が熱くなりま

した。実はね、これだけ発信する機会が多いおじ

さんも、毎日「どうすれば伝わるだろう」って、

二人と同じように悩み続けているんだ。

+BNFT

さんが言っていた「4VCTUBODF（意味）

と"UNPTQIFSF（気配）」という言葉は、おじさん

の心にも深く刺さりました。コミュニケーション

はただ正しい情報を伝えることだけじゃないんだ。
情報が整理されて頭で理解できる前に、もっと奥

にある温度や願い、先への期待と気配が心に届き、

伝えたい相手の中に確かな記憶を残すことに本質

があるんだ。おじさんはいつも、「"VUIFOUJD（本

物であるこ
と）」が大事だって伝えているよね。

いま、僕たちが生きている世界は、デジタルと

いう素晴らしい恩恵に満ちています。おじさんは

��年間、デジタルとアナログの二項対立の間に捉

われてきたけど、デジタルがあるからこそ、リア

ル（印刷）はもっともっとその表現する力を発揮

する機会に恵まれるって信じてきました。デジタ

ルネイティブの二人と、この豊かさに先に向かう

ために理解を紡げたこの[JOF
もその大切な

機会

なんだ。
プロンプトを投げれば、ＡＩは一瞬で整った正

解らしい文章を作ってくれる。効率的で便利で、

僕たちの世界を圧倒的に広げてくれた。だけど、

綺麗だけど響かない言葉に溺れそうになったとき、
僕たちに「言葉の体温」を思い出させてくれるの

が、この[JOF

のようなフィジカルなメディアなん

だ。手に取るメディアには、たくさんの制限があ

ります。サイズ、ページ数、文字の大きさ、アー

トとのバランス……。デジタルと違って、無限に

付け足すこともできないし、瞬時に書き直すこと

もできない。でもね、だからこそ面白いんだ。

無限に、自由に書けるデジタルの中にいると、

僕たちは時々
「なんとなく」の言葉を流し込んで、

思考をサボってしまうことがある。けれど、制限

だらけの[JOF

という枠に向き合っているとき、僕

たちは嫌でも「本当にこの言葉でいいのか？」「こ

の順番で届くだろうか？」と、何度も何度も心の

中のフィル�ターに通している。

モリサワのプロフェッショナルたちが、デジタ

ルフォントの時代にあえて「手書きの原図研修」を、

今でも大切にしているのはなぜだと思う？�デジタ

ルを拒絶するのではなく、手で描き、���

ミリのズ

レに

「
愛
とH

um
anity

」 
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。
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真っ青になる経験を通じることでしか鍛えられ

ない「言葉を見極める目」があることを知ってい

るからなんだ。デジタルという果てのない海があ

るからこそ、僕たちは[JOF

という「制約の島」で、

言葉の純度を極限まで高める丁寧さを学ぶことが

できる。これって、すごく贅沢で恵まれた環境だと、

おじさんは思うな。

可愛い弟子である二人に、どうしても守り抜い

てほしい、そして信じ切ってほしい「プロトコル（約

束事）」があります。

それはね、「愛」を基準におくことです。

おじさんはいつも「)VNBOJUZ（人間らしさ）」

が大切だと言っているけれど、)VNBOJUZ

ってい

うのはね、愛があって初めて全うできるコミット

メントなんだ。

コミュニケーションに愛があると、そこに温も

りが生まれ、相手に対してどこまでも「正直」で

いられる。愛を持つとね、キラキラした夢や「利

他」というきれいな言葉を、ただ並べることがで

きなくなるんだ。時には思い通りにいかない現実

や、未熟さと、逃げずに向き合うことの価値を受

け入れられるようになるんだ。

過去の先輩たちが文字に注いでくれた「愛とリ
ズム」を、身体で受け取り、新しい時代の表現へ

と変えていく。これがHPPGが実践したい「温故知

新」なんだ。

頭の中が完全にデジタルなおじさんがね、なぜ

今でもこんなに印刷を、フィジカルなメディアを

愛し続けているのか？�それは、印刷には、人の心

を繋ぎ止める「6OJUZ（調和）」の力が宿っているっ

て信じているからなんだ。デジタルによってパー

ソナライズされた世界は心地いいけれど、時とし

て人々
を小さく閉じ込め、あちこちで「分断」を

生んでしまうことがある。効率や正しさの影で、

人と人との生々
しい温もりがこぼれ落ちてしまう。

二人が[JOF

フェスで目撃したあの景色はどうだ

い？�机の上に並んだ冊子、フォントの息遣い、紙

の手触りを通して、見知らぬ誰かと誰かが笑顔で

繋がり、同じ空気を共有していた景色。デジタル

とは違う体験の質、あえて多くの人の心に深く、

普遍的にリーチするフィジカルの力強さを体感し

たはずだよ。おじさんは、人が人らしく繋がるた

めの)VNBOJUZ

の全てが詰まっているから、印刷

を愛することをやめられないんだ。関われている

ことが嬉しいんだ。

次の世代を生きる二人に、この僕の思いを、ずっ
とずっと先の未来へと伝承してほしいんだ。

頭の中だけで議論するんじゃなくて、君たちの

瑞々
しい感性と、溢れる愛を持って、「行動」で

それを示し続けて欲しい。君たちが丁寧に言葉を

選び、誰かへメッセージを手渡していくその姿が、

デジタルで分断された社会に再び温かい6OJUZ

を

取り戻す、かけがえのない役割になっていくはず

なんだ。
おじさんが生きている時間は、君たちのこれか

らの長い未来に比べたら、ほんの少しの長さしか

残っていない。でも、僕が印刷に注いできた愛情は、

二人の行動を通して、僕の目が届かないくらいずっ

と先の未来へ続いていく…。そう信じられること

が、今の、おじさんにとっての、最高の幸せです。

君たちの心の中に、このラブレターが届いてく

れたら嬉しいな。

これからもたくさん悩んで、傷ついて、それで

も溢れる愛を持って、一緒に本物のコミュニケー

ションを作っていこうね。

�人と一緒にこの[JOF

を作れて、本当に幸せで

す。ありがとう。

おじさん（#044

）より
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私は錦明印刷という印刷会社の後継者です。

大学卒業後は��年間、ＤＴＰ（パソコン上で印刷

データの編集・レイアウトを行う仕事）やデジタ

ル印刷の現場を経験し、その後IT企業に転職し

て、クラウドエンジニアとしてさまざまな業界の

システム開発に関わりました。現在はグーフに

出向し、印刷の新しい仕組みづくりに取り組んで

います。異なる立場から印刷に関わる中で、これ

から印刷会社がどのような価値を提供できるのか

を考えるようになりました。�

印刷の現場で感じた、�

変えるべきことと残したい価値�

ＤＴＰの仕事の中には、奥付訂正という書籍の

奥付情報を修正する作業があります。出版社のお

記念すべき第１回に登場していただく

のは、印刷パートナーである錦明印刷の�

塚田瑛司さん。現在はHPPGの活動にも加わり、�
HPPG�$".P64

の現場に入りながら、(&.J/9

を通じた新しい生産の仕組みづくりに取り組

んでいただいてます。

錦明印刷の次代を担い、デジタル印刷の現

場で経験を重ねてきた塚田さんがどんな印刷

の未来をつくっていきたいのか、書いていた

だきました！

客様から紙で修正指示を受け取り、DTPオペ

レーターが編集データを修正します。この作業で

は、修正指示が人を介して何度も転記されるとい

う非効率な面があります。この作業をしている時、

お客様が入力した情報がそのままレイアウトに反

映される仕組みがあれば、お客様や編集現場の負

担を減らせるのではないかと考えていました。後

から振り返ると、これは単なる作業効率化ではな

く、必要な情報を正しく次の工程へつなぐ仕組み

の重要性に気づいた経験でした。�

また、デジタル印刷工場では、小ロット書籍や

フォトブック、ＤＭなど、従来の大量生産とは異

なる価値を持つ製品の製造に携わりました。そ

の中で印象的だったのは、専門書の小ロット印刷

です。ある航空関係専門書では、読者からの需要

受
け
継
ぐ
も
の
、 
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はあるものの、まとまった部数が見込めず再版が

難しい状況がありました。その後、その本は古書

市場で高値で取引されていました。必要としてい

る人がいるにもかかわらず、従来の大量生産を前

提とした印刷では届けることが難しいコンテンツ

があることを知りました。デジタル印刷による小

ロットの書籍製造とは、単に少ない部数を効率的に

製造するための技術ではなく、必要とする人へ知

識や情報を届け、価値あるコンテンツを残してい

くための役割があるのだと感じました。�

ＩＴ業界で、印刷現場の課題を捉え直す�

印刷の現場で、印刷には残していくべき価値が

ある一方で、製造に必要な情報の受け渡し方には

変えられる余地があると感じていました。�

その一例として、紙中心だった校正・修正指示

をオンライン化し、承認されたデータをそのまま

製造工程へつなぐ仕組みづくりに取り組みました。�

IT業界に転職した後、$I�$D

（シーアイ・シー

ディー）という、システムの変更を確認しなが

ら次の工程へ反映していく仕組みを学びました。�

印刷とIT

では対象は異なりますが、人が一つひと
つデータを受け渡すのではなく、確認されたもの

を仕組みとして次の工程へ流していくという点に、

オンライン校正との共通性を感じました。また、

仕組みは導入するだけではなく、安定して使い続

けられる状態まで考えることが重要だと学びまし

た。ただ、情報をつなぐこと自体が目的ではあり

ません。その先で、印刷会社としてどのような価

値を提供したいのかを考えるようになりました。�

必要としている人に、必要なものを届け続ける�

先ほど触れた専門書のように、大きな市場では

なくても必要としている人がいる一方、従来の作

り方では届けにくいものがあります。では、必要

としている人へ届けるために、印刷会社にできる

ことは製造して納品することだけなのでしょうか。�

印刷会社は通常、「どんな仕様の印刷物をいくつ

作るか」が決まってから仕事を受けます。しかし、

印刷する前には「どれくらい需要がありそうか」、

印刷した後には「どれだけ在庫が残っているのか、

どう届けるのか」という問題があります。もし、

印刷会社がもっとお客様の在庫や需要にまで目を

向ければ、印刷する前後も含めて支援できる余地
があるのではないでしょうか。�

単に提示された仕様を受け取って製造するだけ

ではなく、「何を、誰に、どう届けるか」からお

客様と一緒に考えることも、印刷会社が担える役

割だと考えています。私は決められた仕様をもと

に価格だけで競うのではなく、こうした部分でも

お客様に価値を提供できる関係を作っていきたい�

です。�印刷会社が持っている接点�

では、なぜ印刷会社がそこまで関わることがで

きるのでしょうか。印刷会社は、製造工程だけに

関わっているわけではありません。�

長年の取引を通じて、お客様の商品や業務、コ

ンテンツに触れている場合があります。また、�

入稿データや注文部数、在庫、発送など、「作って

届ける」ための情報にも接しています。�

加えて、印刷会社には製造の現場があります。

製造現場があることで、どのような仕様や製造方

法なら実現できるのか、製造上の制約も含めて考

えることができます。�

このように、お客様との関係や情報、製造の現
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場といった接点を持つ印刷会社には、それらをつ

なぎ、製造することだけでなく「どう届けるか」

まで考えられる余地があるのではないでしょうか。�
そのために、まず自社の情報をつなぐ�

一方で、改めて錦明印刷の業務を見ると、受注・

製造・実績の情報が分断され、現状把握や判断、

改善に活かしにくい部分が残っています。課題は

情報がないことではなく、存在する情報がつながっ

ていないことです。�

こうした課題を解決するためには、単に新しい

システムを導入するのではなく、何を改善したい

のかを起点に必要なデータを考えることが重要だ

と感じました。�

グーフに来て最初に学んだのは、仮説を持って

必要なデータを集め、改善につなげるサイクルを

迅速に回すことの大切さです。HPPG�$".P64

では、

製造現場のデータを活用し、紙や&YDFMから始め

た取り組みでも検証しながら仕組み化していく姿

勢が印象に残りました。�

そうした考え方を錦明印刷にも当てはめ、お客

様と作り方や届け方まで一緒に考えられる会社に
近づくために、まずは自社内のデータをつなぐこ

とから取り組みたいと考えています。データを手

動でつなぐ作業を減らすことで、現場改善や経営

判断、顧客への提案に、より多くの時間を使える

ようにしていきます。�

一方で、仕事の仕組みを変えていく中でも、変

えずに受け継ぐべきものがあります。では、自分

は何を受け継ぎたいのか。そのことを考える上で、

父の経営から学んだことがあります。�

受け継ぐために、変えていく�

例えば私の父は、錦明印刷の中核であった出版

印刷事業を維持しながら、デジタル印刷事業や写

真事業にも取り組んできました。�

デジタル印刷を始めた当初は品質面への懸念も

ありました。それでも、小ロット印刷やフォトブッ

クなど、従来の印刷では難しかった製品の製造に

も取り組み、事業として広げてきました。私はそ

の経営を振り返る中で、これは単に新しい印刷技

術を導入しただけではなく、印刷会社が提供でき

る価値の範囲を広げる取り組みでもあったのでは

ないかと感じています。�

一方で、出版印刷事業を簡単に手放したわけで

はありません。出版市場は厳しい環境にあります

が、長年築いてきた出版社との関係は、会社にとっ

て重要な資産でした。出版業界のお客様との長期

的な関係は、激しい環境変化の中でも安定した事

業基盤として新しい挑戦を支えてきました。�

私が変えたいのは、こうした錦明印刷が長年培っ

てきた価値そのものではありません。むしろ、そ

の価値をこれからも発揮し続けるために、情報の

流れや仕事の進め方を変えていく必要があります。�

父の経営を振り返る中で、自分は新しいものを

取り入れること自体が目的ではないということを

あらためて実感しました。大切なのは、会社が持

つ強みを見極め、その上で時代に合わせて変化し

続ける姿勢だと感じています。�

私がこれから取り組みたいのは、錦明印刷が培っ

てきた価値を守りながら、それを次の時代でも発

揮できる形へ変えていくことです。必要としてい

る人に必要なものを、無理のない形で届け続けら

れる関係をお客様と作っていきたいです。�

受ׄ継ס׵׃յ変ֻס׵ַׂי�



街の中の、コミュニケーションデザイン。

看板。メニュー。店の名前。

街の中には、たくさんの文字があります。

普段は何気なく見過ごしているけれど、

文字のかたちや色、並び方をよく見てみると、

それぞれが違う方法で、何かを伝えようとしています。

このページでは、東京の街にある

ことばと文字の風景を眺めてみます。
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